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Ⅰ 研究の目的

今日、少子化により公立小学校の学級数が減少し、地域によっては少人数学級や複式学級を有す

る小規模校が増加傾向を示している。このような状況を受け、小規模校の特性を生かし主体的に生

き生きと学習に取り組む子どもを目指した少人数・複式指導のより一層の充実が求められている。

しかし、児童の実態を見ると、自ら目的意識をもって主体的に学ぶ子どもには十分育てきれてい

ない。これは、教師主導による一対一の指導に偏りがちになり、児童自らの課題解決への思いを十

分生かした学習を展開してこなかったことが要因と考えられる。また、学級や学校内の固定した人

間関係の中で、児童が多様な考えに触れ合い、新しい発想を生み出す学習を十分展開してこなかっ

たことが要因と考えられる。

このような状況を改善するためには、学びの場を学級・学校外へと広げ、児童自らが課題解決へ

の思いを十分生かして学習できる個による学習活動と新しい発想を生み出すことができる集団によ

る学習活動を位置付け、一人一人が主体的に学ぶ力を育成する学習形態や指導方法を工夫すること

が必要である。

そこで、この研究は、小規模校の特性を生かし、学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動の

モデルプランを作成することをとおして、主体的に学ぶ力を育成する学習指導を明らかにし、小規

模校の指導の充実に役立てるものである。

Ⅱ 研究の仮説

児童自らが課題解決への思いを十分生かして学習できる個による学習活動と新しい発想を生み出

すことができる集団による学習活動に自己決定の場を効果的に取り入れ、学びの場を学級・学校外

へと広げた学習活動モデルプランを作成し活用すれば、小規模校の児童に主体的に学ぶ力を育成す

ることができるであろう。

Ⅲ 研究の年次計画

この研究は、平成16年度から平成17年度にわたる２年次研究である。

第１年次（平成16年度）

小規模校における主体的に学ぶ力を育成する学習指導に関する基本的な考え方の検討、基本構

想の立案、基本構想に基づいた学習活動モデルプランの作成

第２年次（平成17年度）

学習活動モデルプランに基づいた授業実践計画と検証計画及び調査計画の立案、授業実践とそ

の分析・考察、小規模校における主体的に学ぶ力を育成する学習指導に関する研究のまとめ

Ⅳ 平成17年度の研究内容と方法

１ 目標

小規模校において、学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランに基づいた授業

実践計画と検証計画及び調査計画を立案する。また、学びの場を学級・学校外へと広げた学習活

動モデルプランを活用した授業実践とその結果の分析・考察をとおして、主体的に学ぶ力の育成

状況を検証し、小規模校における主体的に学ぶ力を育成する学習指導に関する研究のまとめを行う。

２ 研究内容と方法

(1) 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランに基づいた授業実践計画と検証計

画及び調査計画の立案（文献法）

昨年度作成した学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランに基づいた授業実



- 2 -

践計画と検証計画及び調査計画を立案し、その手順及び留意点を明らかにする。

(2) 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランを活用した授業実践の分析・考察

（授業実践、観察法、質問紙法）

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランを活用した授業実践計画に基づい

た授業実践を行い、その結果について、授業における児童の様子の観察や、児童を対象とした

事前・事後調査及び学級担任教師等を対象とした意識調査を基に児童の主体的に学ぶ力につい

て分析・考察する。

(3) 小規模校における主体的に学ぶ力を育成する学習指導に関する研究のまとめ

授業実践の成果と課題をまとめ、小規模校における主体的に学ぶ力を育成する学習指導に関

する研究仮説の妥当性について明らかにする。

３ 研究の対象

研究協力校 花巻市立前田小学校 花巻市立笹間第二小学校

Ⅴ 研究結果の分析と考察

１ 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランに基づいた授業実践計画と検証計画

及び調査計画

(1) 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプラン作成に関する基本的な考え方

小規模校における主体的に学ぶ力を育成する学習指導についての基本的な考え方とそれに基

づく基本構想及び学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランの作成については、

本研究の第１年次（平成16年度）に明らかにした。この第１年次の内容は、第２年次の研究内

容でもある学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランの活用の基盤になるもの

であることから、以下にその概要を示すこととする。

ア 小規模校における主体的に学ぶ力についての基本的な考え方

学級を構成する人数や、学年を構成する人数が少ないという小規模校の特性を生かし、①

一人一人の児童の実態をきめ細かに把握することができる、②個々の興味・関心に即して個

性を引き出すことができる、③学習内容の習得状況に応じて個別化を図った指導を行うこと

ができる、④複式学級では、二個学年の学習内容を相互にかかわらせた指導を行うことがで

きる、などの児童の主体的な学びが展開されれば、自分の意志で学習している喜びを味わい、

成就感や充実感を実感しながら学び方を身に付けることが可能である。また、そのことが確

かな学力の習得や学びの継続、発展につながるものと考える。

そこで、本研究では、小規模校における主体的な学びを、これまで教師主導に偏りがちで

あった指導から、児童に学習の必要感と目的意識を明確にもたせる指導に改善し、自己の考

えを友達の考えと積極的にかかわ

らせることによって新しい発想を

生み出して自己を高め、自己の学

びを進んで広げようとすることで

あるととらえた。

主体的に学ぶ力を構成する要素

と主体的に学ぶ児童の具体的な姿 【表１】主体的に学ぶ力の構成要素と児童の具体的な姿

は【表１】のとおりである。
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イ 個による学習活動と集団による学習活動に取り入れた自己決定場面について

児童自らが課題解決への思いを十分生かして学習できる個による学習活動と新しい発想を生み出

すことができる集団による学習活動を展開させることによって、主体的に学ぶ力を育成するためには、

個による学習活動と集団による学習活動に児童自身が自分の意思で学習を進めているのだという意

識をもたせる自己決定の場を取り入れることが効果的であると考える。

「自己決定」とは、自分以外の誰かにやらされて学習を進めるのではなく、自分の意思で学習し

ていると感じるために、自分の意思を決定することである。本研究では、自己決定する場面を特に、

①目的を明確にする場面、②学びに対する交流を図る場面、③学び直しを図り新たな目的をもつ場

面で行っていく。これらの三つの自己決定場面を、個の学習活動と集団の学習活動の中に意図的に

取り入れ、課題に対する自己の目的を明確にし、その目的に向けて自己の学びを修正していく意識

を高めることをとおして、主体的な学びを育成しようと考えた。ここでいう目的とは、教科の目標

やそこから明らかになる課題と自分とをかかわらせ、これから学習することが自分の生活や今後の

学習に具体的にどのように役立ちそうか、これまでの学びをどう修正すれば自己をより高められる

かを方向付けるものである。

ウ 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動を行うことについて

小規模校で行われる学習活動は、少人数で構成され、固定化した人間関係の中で繰り広げられる

ため、学級での学習活動だけでは、児童の思考を多様化させ、主体的に検討し合ったり、児童相互

の学び合いによって考えを練り上げ、ねらいを達成させたりする学習活動を十分行なうことは難し

い。したがって、学級や学校の枠をはずした集団での学びの場を意図的に設定し、多くの考えに触

れる機会を与えることによって、ものの見方・考え方を深めたり、広げたりすることが大変重要になる。

これまでにも、児童の主体性を伸ばすことに主眼をおいた学級外あるいは学校外を学びの場とし

た学習指導方法や学習形態については、研究実践が積み重ねられ、当センターでも集合学習や交流

学習における実践事例集を作成している。しかし、学びの場を学級外へと広げた学習活動の実際は、

音読集会や音楽集会などの集会活動や、業間時間を活用した運動において全校による合同的な学習

を行ったり、少人数のために指導が困難であった教科（例えば体育や音楽など）においてのみ学習

を実施したりすることが多かった。また、学びの場を学校外へと広げた学習活動は、行事的な活動

が多く、修学旅行や遠足、また、社会科見学など学校外における学習活動や体育的行事における練

習等を他校と協同で行うことがそのほとんどであった。

しかし、これらの学習活動は、児童の主体性を伸ばすことに目的があったにもかかわらず、意欲

の面ばかりが重視され、児童に明確な目的をもたせることに関してはやや不十分であった。また、

これらの学習活動に対する指導は、どちらかと言うと教師主導に偏りがちであった。

そこで本研究では、自己決定場面を指導過程に位置付けた学習指導を日常的に展開させる中に、

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動を意図的に組み入れることによって、児童の主体的に

学ぶ力を育成しようと考えた。

なお、本研究で行う学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動の特徴は次頁の【図１】に示す。

エ 指導過程に自己決定場面を位置付け、学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動を意図的に組

み入れる意義

自己決定の場を、学級における学習活動の中に位置付けるだけでは、主体的に学ぶ力を十分に育

成できるとは言い難い。小規模校で行われる学習活動は、前述したとおり少人数で構成され、固定

化した人間関係の中で繰り広げられるため、学級での学習活動だけでは、児童の思考を多様化させ、
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【図１】本研究における学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動の特徴

主体的に検討し合ったり、児童相互の学び合いによって考えを練り上げ、ねらいを達成させたりす

る学習活動を十分行なうことは難しいからである。そこで、学級や学校の枠をはずした集団での学

びの場を意図的に設定し、多くの考えに触れる機会を与えることによって、ものの見方・考え方を

深めたり、広げたりするために、学級を基盤にしながらも、学びの場を広げた学習活動の中に自己

決定の場を位置付けること 【表２】自己決定の場とそのねらいについて

が必要であると考えた。

さらに、自己決定場面を、

単元 全体をとおして位置

付けるとともに、単位時

間の中にも位置付けてい

くことも重要であると考

える。自己決定の場とそ

のねらいにつていは【表２】に示すとおりである。

なお、具体的な位置付けについては、６頁【図３】に示す。

オ 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプラン作成の手順

(ｱ) 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランとは

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランとは、小規模校の児童に主体的に学

ぶ力を身に付けさせるために、児童自らが課題解決への思いを十分生かして学習できる個による

学習活動と、新しい発想を生み出すことができる集団による学習活動に自己決定場面を意図的に

◇集会活動や一部の教科で行われる

ことが多い。

◇計画的に行われていないことが多

い。

◇目的を明確にせず、教師主導による

学習活動が多い。

◇隣接学年で行うことが多い。

◇学習内容より、楽しさを優先させる

活動が多い。

◇行事とかかわらせた活動が多い。

◎目的によって多様

な学年で組む

◎学習内容を深める

ことや、主体的に

学ぶ力を育成する

ために、全教科等

に位置付ける

◎自己決定場面を位

置付ける

◎指導過程への位置

付け

主

体

的

に

学

ぶ

力

従来の学習活動 本研究の学習活動の特徴

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動
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取り入れ、学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動の指導構想である。学習活動モデルプランは、

学びの場を学級外へと広げたものと学校外へと広げたものの２プランを作成した。学習活動モデル

プランの特色、概要、指導上の配慮事項、学級間・学校間連携上の配慮事項、活動の流れを示すこ

とで指導の見通しがもち易くなり、実際の指導計画を立案・運営する上でのよりどころとなり、小

規模校における主体的に学ぶ力を育成する学習指導を意図的、計画的に進めることが可能になると

考えた。

(ｲ) 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプラン作成の手順

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランは、次のような手順で作成した。

なお、ここでは①についての説明は省略する。（第１年次の研究報告を参照のこと）

(ｳ) 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動の四つのパターン

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動は、様々なプランが考えられるが、本研究は、教

科等の特性に焦点を当てて【図２】のように四つのパターンに分類整理した。各パターンには、

単元における指導計画の中に学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動を組み入れるよさや学

習活動の流れを表した。

パターン１

適している教科 音楽、図工、体育、家庭

活動の流れ

より多くの集団の中で他者の考えに共感させ、他者の考えのよさに気付かせながら多人数に

よる活動の楽しさを味わわせたり、学習内容を深めさせたりすることができる

パターン２

適している教科 特別活動、道徳

活動の流れ

行事等の指導で生じる少人数による弊害を解消できる。活動の計画や目標を児童に共通理解

させ、多人数の中で目的を達成させるよさを味わわせることができる

パターン３

適している教科 生活、社会、総合的な学習

活動の流れ

各学校での弾力的な指導が可能なことから、扱う教材や目標などを協働で開発し、作業的、

体験的な学習をとおして、学び方や調べ方を身に付けさせることができる。学びを広げた学習

活動では、異学年同士でも段階を踏みながらも、一つの目標に向かわせることができる

パターン４
適している教科 国語、算数、理科

活動の流れ

学校外へ学びを広げると、同じ学年の学習集団を作ることができるという長所を生かした単

学年の学習活動を取り入れることができる。学びを広げた学習活動では、学年単位で新しい発

想を生み出したり、学びを深めたりする学び合いを工夫・改善するようにする

【図２】学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動の四つのパターン

① 複式指導を考慮した教科の特性を整理する

② 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動のパターンの洗い出しをする

③ 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動に自己決定場面を位置付けた場合の学習の

流れとその配慮事項を検討する

学びの場を学級・学校外へと広げた

学習活動（合同学習・集合学習）

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動

（合同学習・集合学習）

学級

学級学級

学年 学年

学年 学年
学びの場を学校外へと広げた学習活動

（集合学習）

学びの場を学級・学校外へと広げた

学習活動（合同学習・集合学習）

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動

（合同学習・集合学習）
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カ 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動に自己決定場面を位置付けた学習活動の流れとその

配慮事項

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動に自己決定場面を位置付けた学習活動の流れとそ

の配慮事項を【図３】のようにまとめた。

学級外（特に学校内）で協働で行う学習は、集団が異学年で構成されることから、同学年での学

習集団以上に個性・能力に幅が出てくる。そのことによって、下学年は、同学年で学習する以上に

意見を多面的にとらえたり、技術を学んだりする機会が増えるというよさを十分生かせるよう、自

己決定場面の活動内容を吟味する必要がある。特に、自己決定①では、学年の学習目標を明確にし

ながらも、共通で考える全体の課題と個の目当ての関連付けを十分図るよう配慮することが大切で

ある。また、自己決定②では、児童の課題解決に対する見方や考え方を広くとらえられるように支

援していく必要がある。特に、学習集団が同一校内の児童で構成されることから、学習相手をそれ

までの固定的な見方で見るのではなく、お互いに認め合い、よさを発見しながら高め合っていく対

象として見ることができるよう支援していくことが大切である。

学校外で協働で行う学習は、学校内で協働で行う学習では構成できない同学年の人数が増えるこ

とから、教科等の同じ目標に向けて学習を展開することができる。特に、これまで活性化させにく

かった学び合いの場面で効果が期待できる。

そこで、自己決定を行う場合は、

多様な考えと触れ合わせながら、

これまでとは違った新しい考えを

生み出させるよう支援することが

必要である。

特に、自己決定①では、個の目

当てを多面的に受容し合わせ、自

分の学びに生かすことができるよ

うにさせることが大切である。

また、自己決定②では、お互い

の考えを、相互に交流することに

よって啓発されるものの見方や考

方を広げたり、深めたりする視点

で活動に取り組ませることが大切

である。

さらに、自己決定③は、学びの

場が学校内であっても学校外であ

っても、学びを振り返らせた後に

も、児童に継続して相手意識をも

ち続けさせ、他の学年や他校の

児童に発信し続けさせることに

よって、学びを広げたり、自分
【図３】学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動に自己

をより高めさせたりするよう支
決定場面を位置付けた学習活動の流れとその配慮事項

援することが必要である。
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この自己決定場面を、複式指導の中に位置付ける場合、二個学年の指導過程の組み合わせ方

によっては、自己決定が、間接指導の時間（一方の学年が教師と共に学習している間、もう一

方の学年が自主的に学習している時間）の中で行われる場合が出てくる。そこで、間接指導の

時間に自己決定させる場合の配慮事項を【表３】に示す。

学習活動モデルプランの実際については、授業実践の概要のところで詳しく述べることとする。

【表３】間接指導の時間に自己決定させる場合の配慮事項

目的を明確にする場面 学びに対する相互交流の場面 学び直しを図り、新たな目的をもつ場面

・単元の導入時の間接指導はさける ・交流の目的を事前にとらえさせ ・学び合いで高まった自分の姿をとらえ

・前時の個々の振り返りを生かし、 てから、相互交流させる させるとともに、次時の学習や、生活

本時の目的を明確にさせる ・他の児童の考えから、自分の考 に広げる視点を明確にしておく

・お互いの目的に対して受容し合っ えに生かしたいことを必ず見付 ・単元の終末時の間接はさける

たり、アドバイスし合ったりする けさせるようにする

場を設定する

(2) 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランを活用した授業実践計画と検証計画

及び調査計画

ア 授業実践計画

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランを活用して、小規模校の児童の主体

的に学ぶ力を育成する学習指導は、以下に示すような手順で進めていくこととする。また、実

践の内容については、次頁【表４】に示すとおりである。

(ｱ) 年間構想の立案

年間構想立案の段階では、学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動を「どの教科で」

「何をねらいとして」「どの時期に」行うかを明確にする。

① 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動を行う教科を選択する場合は、学校規模、

学校教育目標からみた児童の実態、教師一人一人の持ち味、地域との連携等を考え合わせ、

主体的に学ぶ力の育成上、学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動を行った方が効果

的な教科を選択する。

② 四つのパターンの中から、その学習活動に効果的なパターンを選択する。（本研究にお

いては、教科の特性を考慮して四つのパターンに分けたが、教師の指導構想によってはこの

限りではない。）

③ ねらいを設定する場合は、次のことに配慮する。

・学級や学校の児童の実態に応じて設定するが、同一校内で行う場合は、隣接する学年の

ねらい相互の関連性も考え合わせること。

・学校外へと学びを広げた学習活動を行う場合は、各学校の児童の実態に沿うことが大切で

あるが、共通して培いたい力を明確にして協働でねらいを達成させること。

(ｲ) 指導計画の作成

指導計画の作成に当たっては、教科において学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動

を組み入れた全体計画を作成し、それぞれの学年がどの時期にどの領域で協働で学習を進め

るのかが分かるようにすることで、年間の指導の見通しをもつようにする。さらに、具体的

な年間指導計画を作成し、各学年のねらいがどのようにかかわり合っていくのかを明記する。

(ｳ) 授業実践

学習活動モデルプランを活用した具体的な指導計画に基づき、授業実践を行う。



- 8 -

(ｴ) 分析と考察

下記に示した【表５】【表６】に示した検証計画と調査計画を基に手立てにかかわる分析と

考察を行う。分析と考察を行う授業実践の内容は【表４】に示すとおりである。

【表４】授業実践の内容

実践１ 実践２

笹間第二小学校 花巻市立前田小学校

実践校及び実践学年 １．２年児童 ６名 ５・６年児童 ６名

３・４年児童 ８名 花巻市立笹間第二小学校

５・６年児童 ７名 ５・６年児童 ７名

実践教科 図画工作科 算数科

実践時間 各学級６時間 各学校９時間

実践時期 ９月27日～10月４日 ６月29日～７月13日

単元名（題材名）
〈造形遊び〉（素材：新聞） ５年「分数のたし算とひき算を考えよう」

「怪獣がやってきた」 ６年「分数のたし算とひき算を考えよう」

イ 検証計画

授業実践をとおして小規模校における主体的に学ぶ力を育成するための手立ての有効性を見

るために、【表５】のような検証計画を作成した。

【表５】検証計画

検証項目 検証内容 対象 検証方法 処理・解釈の方法

主体的に学 ・新しい知識や技能を獲 児童 ①質問紙法（事前・事後） 授業前と後に意識調査を行い、分析・考

ぶ力を育成 得する力 察する

するために ・他者とともに考える力 ②観察法（発言、活動、 研究者や担任が授業中に観察した結果を

必要な力の ・獲得した知識や技能を ワークシートなど） 基に、主体的に学ぶ力の高まりを分析・

育成状況 基に行動を起こす力 考察する

教師 質問紙法 授業後に意識調査を行い分析・考察する

ウ 調査計画

主体的に学ぶ力を育成するための手立てが、児童や教師にどのように受け止められたかを確

かめるために【表６】のような調査計画を作成した。

【表６】調査計画

調査内容 対象 調査方法 処理・解釈の方法

学びの場を学級・学校外へと広げた学習 児童 質問紙法 授業後に意識調査を行

活動に対する意識の状況 教師 （児童には感想カード） い、分析・考察する

２ 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランを基にした授業実践と分析・考察

(1) 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランを基にした授業実践の概要

本研究では、学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランに基づき、二度の実践

を行った。一つは、同一校内で学級の枠組みをはずし、全校の児童で学習集団を編成して行った

合同学習、もう一つは、規模の同じ近隣の二校において同学級の児童生徒を一カ所に集めて行っ

た集合学習である。

以下、学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動の二つの実践例について、その概要を示す。
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ア 学びの場を学級・学校外へと広げた授業実践１の概要

(ｱ) 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプラン１（５頁 パターン１活用）

昨年度作成した学習活動モデルプラン１の展開について【図６】に示す。このモデルプランは、

合同学習のモデルを示したものである。この学習活動を行う場合の配慮事項は、以下のとおりで

ある。

〈指導上の配慮事項〉

合同学習は、異学年の学習集団で

構成されることから、同学年の学習

集団以上に個性や能力に差が生じて

くる。そこで、異学年集団としての

長所を指導に十分生かすようにする

ことが必要となる。

下の学年には、上の学年の考えや

技術に学ぶという意識をもたせなが

ら、教科の学習内容の系統性に気付

かせることが大切である。そして、

上の学年には、下の学年を補助す

るだけでなく、多様な視点からよさ

を進んで見付けられるようにする。

特に最高学年である６年生の指導

に当たっては、補助的な立場にだけ

おくことのないよう配慮するととも

に、中学校の学習内容との系統性を

考慮しながら指導することも必要で

ある。また、１年生の指導に当たっ

ては、補助される立場にだけおくと

主体的に学ぶ力の育成を妨げること

【図６】学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデ が考えられるので、指導には十分

ルプラン１（合同学習） 配慮が必要である。

なお、合同学習を行うに当たっては、学級間の連携も重要になる。配慮事項を以下に示す。

〈学級間連携上の配慮事項〉

合同学習を計画的に行うためには、学習環境を整備することが大切である。学年間で学習内容

に関連性があり、合同学習を組み入れたことによって効果の上がる学習内容を洗い出し、整備す

ることが必要である。また、その活動内容を年間指導計画に位置付けることによって、長期的、

計画的に指導するようにする。さらに、教師の専門性を生かし、指導体制を整備することも大切

である。

※年間指導計画、設定したねらい、一単位時間の指導案については、補充資料に示す。
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２ 新聞紙のもつ特徴

に気付くために、新

聞紙を使って思いつ

いた方法を自在に試

してみる。

２ 中に入ることがで

きる身近な場所を見

付ける。

(ｲ) 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプラン１（合同学習）を基にし
た学習活動具体プラン
学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプラン１（合同学習）を基にし

て、図画工作科における題材「かいじゅうがやってきた」の学習活動具体プランを作
成した。以下の【図７】にその詳細を示す。

【題材名】 【分野】 【学習主題】 【指導時数】
「かいじゅうがやってきた」 造形遊び 材料や場の活用 全６時間

指 導 学習形態 学習活動の流れ ◇自 己決 定に関 する

過程 及び １・２年 ３・４年 ５・６年 配慮事項

時間 ◆その他の配慮事項

単 課題の設定 課題の設定 課題の設定 ◆ 各 学年 の 学習
元 目 標 を 明 確に

する。

◆ 異 学年 に よる
・活動の方向性を見 ・活動の方向性を見い ・活動の方向性を見い 学 習集 団 につ
い出す 出す 出す な げる こ とを

導 課題の追究１ 課題の追究１ 課題の追究１ 考 慮し 、 個性
や 能力 を より
一層重視する。

◇ 合 同学 習 への
目 的意 識 や学

入 習活動へ の目
的 意識 を 明確

・空間を囲む に もた せ るよ
・丸める ・光を当てる うにする。
・つなげる ・風を通す
・囲む ・空間を囲む

課題の追究２ 課題の追究２ 課題の追究２ ◇ 共 通で 考 える
課 題と 、 自己
の ゴー ル の結
び付けを図る。

◇ 下 学年 に は、
上 学年 の 考え
や 技術 に 学ぶ

展 と いう 意 識を
もたせながら、
多 様な 表 現方
法 があ る こと

・テーマに必要なも ・テーマに必要な土台 に気付かせる。
のづくり づくり ・テーマに必要な土

台づくりと、光や ◇ 上 学年 に は、
開 風を生かす工夫 下 学年 を 補助

す るだ け でな
課題のまとめ１ 課題のまとめ１ 課題のまとめ１ く 、多 様 な視

点 から よ さを
進 んで 見 付け
ら れる よ うに
する。

◇ 自 分の 学 びを
振 り返 り 、新
た な目 当 てを
も たせ る よう
にする。

課題のまとめ２ 課題のまとめ２ 課題のまとめ２ ◇ 他 の学 年 との
相 互交 流 にお
い て、 気 付い
た り身 に 付け
た りし た 材料
や道具、作品、

終 発 想や 行 為の
よ さを 、 自分

・ほかのグループの ・ほかのグループの方 ・ほかのグループの方 の 表現 方 法に
方法で囲ったり、 法で囲ったり、飾っ 法で囲ったり、飾っ 生かすために、
飾ったりしてみる。 たりしてみる。 たりしてみる。 新 たな 課 題に

末 ・新聞紙でできそう ・新聞紙でできそうな ・新聞紙でできそうな チ ャレ ン ジさ
な遊びを新たに考 遊びを新たに考える。 遊びを新たに考える。 せる。
える。 ・学級の友達の発想や ・学級の友達の発想や

・学級の友達の発想 行為のよさを見付け 行為のよさを見付け ◇ 自 己の 高 まり
や行為のよさを見 る。 る。 を 自覚 で きる
付ける。 場を設定する。

【図７】学びの場を学級・学校外へと広げた図画工作科学習活動具体プラン
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２ 新聞紙のもつ特色

を生かして、場所の

雰囲気を変化させる

面白さを楽しむ。

２ 新聞紙のもつ特徴

を生かし、テーマに

合ったものをつくっ

て遊ぶ。

１ 縦 割 り グ ル ー プ 毎 に 、 話 の ス ト ー リ ー か ら つ く り た い も の を

発 想 し 、 テー マ を 決 め る 。

３ 場所から感じたこ

とを膨らませ新聞紙

で囲ってみる。

２ 活動場所の広さや

形状などを生かし、

テーマに合ったもの

をつくって遊ぶ。

２ 場所の特徴に加え

て、光や風などの自

然も利用して、テー

マに合ったものをつ

くって遊ぶ。

３ 同 じ グ ル ー プ の 友 達 の 行 為 の よ さ を 見 付 け 、 自 分 の 表 現 に 生

か し な が ら 、 工 夫 し て つ く り 足 し た り 、 つ く り 直 し た り す る 。

４ つ く っ た も の で 遊 ん だ り 、 他 の グ ル ー プ と 交 流 し た り し て 作

品 の よ さ を味 わ う 。

１ 合同学習で身に

付けた表現方法を

生かして、学級で

新しい造形遊びに

挑戦する。

１ 合同学習で身に

付けた表現方法を

生かして、学級で

新しい造形遊びに

挑戦する。

１ 合同学習で身に

付けた表現方法を

生かして、学級で

新しい造形遊びに

挑戦する。
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(ｳ) 学びの場を学級・学校外へと広げた図画工作科学習活動具体プランに基づいた授業の概要

学習活動具体プラン１に基づいた授業実践の概要を【資料１】【資料２】【資料３】に示す。

【資料１】図画工作科学習活動具体プランに基づいた授業実践の概要① ※Ｃ＝３・４年児童 Ｔ＝教師

本時：「かいじゅうがやってきた」の第１・２時 各学級毎における事前学習 （第３・４学年）

児童の反応 自己決定にかかわる教師の支援 児童が自己決定した記入例

指導過程 活動の概要と児童の反応 自己決定場面における教師の発問や支援と自己決定したカード記入例

１ 題材のストーリーを知る
自己決定１

自己決定１で記入したＡ児のカード

◎スト－リ－を知り、どんなものを

つくりたいか、また、どんな力を

身に付けたいかという目当てを明

確にする。

導 Ｔ：全校のみんなと合同で学習した 〈教師の支援〉

ら、どんないいことがありそう

入 ですか？

Ｔ：いつもは、一人でつくることが

多いよね。どうしようか困ると

きもあるでしょ。みんなでつく 〈Ａ児の反応〉

るときに困ったときは？ いろいろつくってみる！友達にも

Ｔ：そんないいことがいっぱいある 聞いてヒントにしようかなあ‥。

ようにするために、今日自分が

努力することを決めましょう。

自己決定２で記入したＢ児のカード

２ 新聞紙の特徴を感じ取る 自己決定２

３ 新聞紙の特徴から、思いついた ◎自分や友達の作品、行為の中から、

ものをつくる 目的に対する見方や考え方を広げ

る。

Ｔ：どんなものをつくってみたか、

展 紹介し合いましょう。

Ｔ：友達のつくりかたのどんなとこ

開 ろがいいと思いましたか？

〈教師の支援〉

Ｔ：いいなあと思ったことをカード

に書きましょう。

４ つくったもののよさやおもしろ 自己決定３

さを感じ取る ◎自分の学びを振り返り、新たな目 自己決定３で記入したＣ児のカード

的をもつ。

終 Ｔ：今日の自分の目当てを振り返っ

てみましょう。

末 Ｔ：どんなことがんばれたかな？

Ｔ：どんなアイディアが参考になっ

たかな？

Ｔ：次は、いよいよ全校でつくるけ

ど、どんなことやってみたい？

〔第１・２時間目の児童の様子〕

◎全校児童で図工を行うと、どんないいことがありそうかたずねると、「大きいものがつくれる」「協力し合える」「ア

イディアがたくさん出る」「楽しくできる」ことが出された。５・６年児童からは、さらに「友達のアイディアの

よいところもたくさん見付けられそうだ」という考えが出たことを伝えた。児童は、これらを、合同学習ばかりで

はなく、単元をとおしてどんなことを目当てにしたらよいか、自己の目当て設定のよりどころにしていた。

◎自己決定１を設定したことにより、児童は、目当てを明確にもって活動に取り組んでいたが、自己決定には不慣れ

なため目当てを具体化させるためには教師の支援が必要であった。

課題

新聞紙に弱い怪獣から自分た

ちを守るために、新聞紙で何

ができるか試してみよう。

Ｃ２：いつもよりきっと楽し

いんじゃないかなあ。

Ｃ４：うん。それに大きなも

のがつくれると思う。

Ｃ１：人がたくさんいるから

アイディアもたくさん

出てくると思う。

Ｃ３：そうか、助けたり、助

けられたりできるね！

Ｃ４：Ｓさんたちは、立って

も入れるくらい大きく

て、すごいと思いまし

た。

Ｃ５：広いから何人でも入れ

るよね。３・４年生全

員は入れるかも。

Ｃ６：Ｎくんのきちは、見た

目はせまかったけど、

中が広くてびっくりし

ました。

Ｃ７：次は、全校でやるので

人数が多くても協力す

ればとてもすごいもの

ができると思う。

Ｃ８：Ｓさん達みたいに、高

いものをつくってみた

いです。

アイディアを２つ以上は出す。

Ｎくんのつくったきちが、二

つ隠れ家があって、いいアイ

ディアだなあと思いました。

出来るだけ広くしたけど、場所

を間違えてつくったなあと思い

ました。次やる時は、場所を考

えてもっと大きくしたいです。

広い板を使いたいです。

アイディアをいっぱい出すためには、

どうしたらいいかなあ？

どうやったら広くつくることが出来た

か、その秘密を聞いてみるといいね。
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【資料２】図画工作科学習活動具体プランに基づいた授業実践の概要② ※Ｃ＝３・４年児童 Ｄ＝その他の学年の児童 Ｔ＝教師

本時：「かいじゅうがやってきた」の第３・４時 全校による合同学習（第３・４学年を中心に）

児童の反応 自己決定にかかわる教師の支援 児童が自己決定した記入例

指導過程 活動の概要と児童の反応 自己決定場面における教師の発問や支援と自己決定したカード記入例

１ グループ毎に活動の方向性を決
自己決定１

自己決定１で記入したＡ児のカード

める

◎自分の目当てが達成するように、

今日工夫することを具体化させ

導 る。 〈教師の支援〉

Ｔ：合同学習として皆さんが作った

入 目当てを思い出しましょう。

（全体と自分の目当てを関連付ける） 〈Ｃ１の反応〉

Ｔ：他の学年の人と一緒につくるの みんなのアイディアを、いいな

で、楽しくて大きなものがつく と思うことかな‥

れそうだって考えた人は、どう

やったら、楽しくなるか考えて 自己決定２で記入したＢ児のカード

みてね。

２ テーマにそって、およその計画 自己決定２

を立てる ◎自分や友達の作品、行為の中から、

３ 自分のアイディアを生かして協 目当てに対する見方や考え方を広

力してつくって遊ぶ げる。

Ｔ：他の班がつくったもので遊んで

みましょう。

展 Ｔ：何か質問したいことはない？

Ｔ：今の質問に答えながら、班でつ

開 くったものを説明しましょう。

Ｔ：説明を聞いて、アドバイスした

いことはありませんか？

Ｔ：他の班のアイディアがよく分か 自己決定３で記入したＣ児のカード

ったけど、そのアイディアのい

いなあと思ったことをカードに

書きましょう。

自己決定３

４ つくったもののよさやおもしろ ◎自分の学を振り返り、新たな目当

さを感じ取る てをもつ。

Ｔ：今日の自分の目当てを振り返っ

終 てみましょう。 次の学級の活動よりも、未

Ｔ：どんなことがんばれたかな？ 完成のこの作品を完成さ

末 Ｔ：どんなアイディアが参考になっ せたいと希望している

たかな？ 〈教師の支援〉

Ｔ：次は、学級毎に新聞で遊ぶけど、

どんなことやってみたいかな？

〔第３・４時間目の児童の様子〕

◎第１時に立てた自分の目当てと合同学習である本時の目当てを関連付けるために、グループの話し合いの時間を設

定したことによって、児童は目当てをより具体的に設定していた。しかし、何をつくるかということに多く時間を

費やし、個々の目当てを相互にかかわらせる活動を十分行わせることはできなかった。

◎他学年の児童の考えを効果的にかかわらせる場をアドバイスタイムとして設定したことによって、他の児童の活動

を進んで見つめ質問したり、意見を言ったりする姿が見られた。また、積極的によさを見つけようとする発言も見

られた。

◎第１・２時よりも、受けたアドバイスを基にして、自分の活動を振り返り、つくりっぱなしではなく、どのように

修正したらよいか考える児童が増えた。

課題

グループのテーマを決めて、

怪獣から自分たちを守る

「新聞○○をつくろう！」

Ｄ６：困った時教え合おう

ね。

Ｄ２：うん。みんなのアイデ

ィア全部使ったら？

Ｃ１：いいね。私にもアイデ

ィアあるよ。

Ｃ４：３班に言いたいのです

が、かいじゅうは新聞

に弱いのに、飛行機の

下のところがすき間が

空いています。これだ

とかいじゅうに見つか

るので、もっと新聞を

つけたら安全だと思い

ます。

Ｄ１：２班は、２階建てにな

っているところがいい

と思います。

Ｃ６：やっぱり、２班のりゅ

うが、体ももぐるよう

になっていてよかった

な。今度はぼくも、動

物つくりたいな。

協力して、アイディアをたく

さん出して楽しくつくる。

２班のきちが、２かいだてだ

ったので、工夫しているなあ

と思いました。

１班のはたのアイディアがよ

かったです。様子が見えるこ

ととぶきでうてるようにして

いるところもよかったです。

次は、外が見えるように箱を

増やしたいです。

どうすれば協力したことになるのか

な？

休み時間や放課後を使って、アドバ

イスされたところをつくり足してみ

てね。
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【資料３】図画工作科学習活動具体プランに基づいた授業実践の概要③ ※Ｃ＝３・４年児童 Ｔ＝教師

本時：「かいじゅうがやってきた」の第５・６時 各学級毎における事後学習（第３・４学年）

児童の反応 自己決定にかかわる教師の支援 児童が自己決定した記入例

指導過程 活動の概要と児童の反応 自己決定場面における教師の発問や支援と自己決定したカード記入例

１ 本時の学習内容を知る
自己決定１

自己決定１で記入したＡ児のカード

◎自分の目当てが達成するように、

今日工夫することを具体化させ

る。

Ｔ：前の時間に、全校でつくったと

導 き、友達のアイディアのいいと

ころをたくさん見つけていた

入 ね。

Ｔ：今日は、見つけたよいアイディ

アをつかったり、自分の考えも

付け足してバージョンアップさ

せたりして、３・４年生の新聞

遊びをしよう。

Ｔ：自分の目当てを立てよう。

２ 新聞の特徴から発想を広げる 自己決定２で記入したＢ児のカード

３ 新しい表現方法を取り入れて、 自己決定２

思いついたものをつくる ◎自分や友達の作品、行為の中から、

目当てに対する見方や考え方を広

げる。

Ｔ：他のグループがつくったもので 〈教師の支援〉

展 遊んでみましょう。

Ｔ：何か質問したいことはない？

開 Ｔ：今の質問に答えながら、グルー

プでつくったものを説明しまし

ょう。

Ｔ：説明を聞いて、アドバイスした 〈児童の反応〉

いことはない？ Ｃ２：うちのグループはね、２班

Ｔ：他の人のアイディアがよく分か の竜みたいに、みんなが遊

ったけど、そのアイディアいい べるものを つくることに

なあと思ったことをカードに書 したんだけど、‥そこはま

４ つくったもののよさやおもしろ きましょう。 ねしたよね。でも、かわい

さを感じ取る いゾウにしたところが私た

自己決定３ ちの新しい考えだよね。

◎自分の学を振り返り、新たな目当

終 てをもつ。 自己決定３で記入したＣ児のカード

末 Ｔ：今日の自分の目当てを振り返っ

てみましょう。

Ｔ：どんなアイディアが参考になっ

たかな？

〔第５・６時間目の児童の様子〕

◎児童は、アドバイスしたり、されたりという活動を繰り返す中で、友達の考えを進んで理解しようとしたり、友達

の考えを進んで取り入れたりしようとする発言が徐々に増えてきた。

◎第１・２時には、家庭に帰ってから、何かをつくろうとする子はほどんど見られなかったが、第５・６時になると、

自己決定３において「うちでも何かをつくりたいです。」とか、「次は工夫してもっとすごいものをつくりたいで

す。」「家で、動物をつくってみたいです。」「家でいっぱいとばせるようにつくりたいです。」というような記入を

する子が増えた。

課題

ぼくたち・私たちの新聞遊び

をしょうかいしよう

Ｃ５：２班がつくったみたい

に、何かみんなが入れ

るものつくりたいね。

Ｃ３：ゲームみたいなこと出

来ないかな。

Ｃ１：私は、新聞紙で服をつ

くってファッションシ

ョーをしたい。

Ｃ６：Ｙさん達のグループが

つくったぞうにアドバ

イスですが、いろいろ

なところから中に入れ

るように、入り口をた

くさんつくってはどう

ですか。

Ｃ４：どこにつくる？

Ｃ５：‥

Ｃ８：ここはどう？

Ｃ７：Ｎくんからアドバイス

をもらって、がんばっ

てパラシュートをつく

りました。あんまりと

ばなかったので、次は

家でいっぱいとばせる

ようにつくりたいな。

みんなが見て、はっとおどろくよ

うなものをつくる。

ＹさんとＳさんとＵくんのグ

ループのゾウが、３かいだて

ですごかったです。

自分ががんばったところは、

ゴルフのうつものとうつ場所

をセロハンテープでくっつけ

るところです。１、２、５、

６年生にも教えたいです。

合同学習の時にいいなあと思

ったアイディアの、どんなこ

とを今日は参考にしたんだろ

うね。



- 14 -

イ 学びの場を学級・学校外へと広げた授業実践２の概要

(ｱ) 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプラン２（５頁 パタ－ン４活用）

昨年度作成した学習活動モデルプラン２の展開について【図８】に示す。このモデルプランは、

集合学習のモデルを示したものである。この学習活動を行う場合の配慮事項は、以下のとおりで

ある。

〈指導上の配慮事項〉

単元の指導計画や一単位時間の目標

を明確にすることが、共に学ぶ学習活

動を組み入れる上で大変重要になる。

さらに、児童にとって集合して行う

学習（全習）のみが多様な考えに触れ

合える機会ととらえるのではなく、各

学校における学習活動（分習）におい

ても、Ｗｅｂペ－ジやｅメ－ルなど情

報手段を使用して、間接的に交流でき

るようにしたり、事前の分習や事後の

分習全てにおいて共に学ぶ意識を高め

させたりすることが大切になる。

全習である集合学習を、複数回実施

できる場合には、ねらいを明確にして、

どの段階に、どんな活動を行わせるか

考えた上で、モデルプランにプラスし

て全習を組み入れるよう配慮する。

集合学習は、多人数による学び合い

の回数を重ね経験を積み重ねる毎に、

主体的に学ぶ力の育成に効果を来すも

のという考えに立ち、年間指導計画を
【図８】学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデ

工夫・改善することを大切にする。ルプラン２の展開

※【図８】の形態１、形態２については、第１年次の研究報告を参照のこと。

なお、集合学習を行うに当たっては、学校間の連携も重要になる。配慮事項を以下に示す。

学校間連携上の配慮事項〉

集合学習を行う上では、学校が離れていることから、指導者どうしが共通理解するまでに時間が

かかることや指導分担が難しいこと、打ち合わせの時間や日程の取り方が難しいという問題がある。

また、学習環境が異なることから、カリキュラムを編成することの難しさや事前・事後の学習に統

一性をもたせることが難しいという問題がある。そこで、これらの問題点を解決するための一つの

方法として、学校間のネットワークづくりが考えられる。育てたい児童像を共有し、学校間の教師

指導体制を整えたり学習過程を共有したりして主体的に学ぶ児童を協働で育成するという意識を高

めることが大切である。

※年間指導計画、設定したねらい、一単位時間の指導案については、補充資料に示す。
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(ｲ) 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプラン２（集合学習）を基にした学習活動具
体プラン
学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプラン２（集合学習）を基にして、
算数科における第５学年「分数のたし算とひき算」、６学年「分数のたし算とひき
算」の学習活動具体プランを作成した。 以下の【図９】にその詳細を示す。

〈算数科の学習活動具体プラン〉
【単元名】 第５学年 「分数のたし算とひき算」 【領域】 【指導時数】

第６学年 「分数のたし算とひき算」 数と計算 ５学年（６時間） ６学年（９時間）
指導 学習形態 学 習 活 動 の 流 れ ◇自己決定に関する配慮事項
過程 時 間 第５学年 第６学年 ◆その他の配慮事項

課題の設定 課題の設定 ◇共通目標を設定するとき
１ 分数学習の目当てを明確にする １ 分数学習の目当てを明確にする は、学校相互の情報交換

〈分習１〉 を密にし、児童にともに
導 学ぶ土台作りをする。

各学校毎 ◇情報機器等を使って、児
課題の追究１ 課題の追究１ 童の考えを交流させる。

入 ◆複式指導のよさを生かし、
２個学年ペアで既習事項
を想起させることで、混

３ 単元の学習計画を立てる ３ 単元の学習計画を立てる 同していた分数の知識を、
学年毎に分類整理させる。

課題の追究２ 課題の追究２ ◇他校の児童相互の目当て
を多面的にとらえられる

〈全習１〉 ようにする。
◇導入と終末は複式指導の

集合学習 ２同分母の真分数 ２異分母分数の加 よさを生かして、展開は、
同士の加法計算 法計算の仕方を 学年別指導のよさを生か
の仕方を考える 考える して展開する。

◇学年別指導時は、教室を
に別して行う。

課題の追究３ 課題の追究３ ◇学校毎の学習内容を交流
展 １ 自分の目当てを明確にする １ 自分の目当てを明確にする し合い、集合学習のとき

〈分習２〉２ 同分母の真分数同士の減法計 ２ 等しい分数の作り方を考える に、何を学び合いたいか、
各学校毎 算の仕方を考える 目的をもたせるようにする。

◆導入と終末は、共通に指
導し、学年間の学習内容
に関連性を見いださせる。

課題の追究４ 課題の追究４ ◇学校毎の学習内容を交流
１ 自分の目当てを明確にする １ 自分の目当てを明確にする し合い、集合学習のとき

〈分習３〉２ 数直線などを使って大きさの ２ 大きさ比べや通分の仕方を知 に、何を学び合いたいか
各学校毎 等しい分数を探す り、減法計算の仕方を考える 目当てをもたせるようにする。

開 ◆導入と終末は、共通に指
導し、学年間の学習内容
に関連性を見いださせる。

課題の追究５ 課題の追究５ ◇他校の児童相互の目当て
を多面的にとらえ、学び

〈全習２〉 の高まりを共有し合える
ようにする。

集合学習 ２分母が同じ分数 ２約分の意味と方 ◇導入と終末は複式指導の
の大小比較の仕 法を考える よさを生かして、展開は、
方を考える 学年別指導のよさを生か

して展開する。
◇学年別指導も、同じ教室
で行う。

課題のまとめ 課題の追究６ ◇全習後も、自分や自分た
１ 自分の目当てを明確にする １ 自分の目当てを明確にする ちの学級の学びの高まり

〈分習４〉２ 自分の学習定着状況を振り返 ２ ３口の計算の仕方を考える。 を他校の児童に発信しよ
各学校毎 り、補充、発展させる ３ 他校の児童に、自分たちの考え うという思いをもたせ続

終 を伝える けるように、働きかける。
課題のまとめ１ ◆課題のまとめからの児童
１ 自分の目当てを明確にする への目当てのもたせ方は、

末 ５学年 ２ 自分の学習定着状況を振り返 これまでの学習の定着状
次単元 り、補充、発展させる 況を自分で振り返らせ、
各学校毎 〈計算のきまり ３時間〉 課題のまとめ２ 自分に必要な学習が何か

１ 自分の目当てを明確にする 自己決定させることによ
６学年 ２ 分数カードゲームで学習内容を って、目当てを明確にし
〈分習 深める たり、広げたりする。
５～７〉 課題のまとめ３

各学校毎 １ 自分の目当てを明確にする
２ 復習をする

【図９】学びの場を学級・学校外へと広げた算数科の学習活動具体プラン

共通目標 ： 「分数のたし算とひき算」の達人になろう

２ ２学年ペアになり、既習の分数学習を想起する

複式形態

単式形態 単式形態

複式形態 ３お互いの考えを交流し合い、考えのよさを共有する

複式形態

複式形態

単式形態 単式形態

１お互いの学習に対する目的を理解し合う

３お互いの考えを交流し合い、考えのよさを共有する

１お互いの学習に対する目当てを理解し合う

３ 他校の児童に、自分たちの考えを伝える

３ 他校の児童に、自分たちの考えを伝える
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(ｳ) 学びの場を学級・学校外へと広げた算数科学習活動具体プランに基づいた授業の概要

【資料４】算数科学習活動具体プランに基づいた実践授業の概要 ※Ｃの数字は、学年を表す。

本時：単元名「分数のたし算とひき算」の第５時 ５・６年生で行った２回目の集合学習 （６年生の授業の概要）

児童の反応 自己決定にかかわる教師の支援 児童が自己決定した記入例

指導過程 活動の概要と児童の反応 自己決定場面における教師の発問や支援と自己決定したカード記入例

１ 課題を確認する
自己決定１（共通導入の場で）

自己決定１で記入したカード

※単元全体をとおして立てた

◎自分の目当てが達成するように、 児童の目当て

共 今日工夫することを具体化させ 〈分数学習の目当て〉

２ 本時の問題を把握する る。

通 ３ 解決の見通しをもつ Ｔ：前の時間に、この単元を通して

の自分の学習の仕方の目当てを

導 つくりましたね。

Ｔ：友達は、こういう目当てでがん

入 ばっているんだなあと言うこと 〈学び方の目当て〉

を分かってあげましょう。

Ｔ：そのことにつて、振り返りのと

きに感想を言ってあげるのもい

４ 課題を解決する（個人） いですね。 自己決定２で記入したカード

５ 課題を解決する（集団） 自己決定２（６学年の様子） ※自力解決直後に振り返った

◎他者の考えからものの見方や考え 自分の学びの状況

展 方を広げる。

Ｔ：自分の解き方を振り返ってみま

開 しょう。

〈教師の支援〉

学 ①自分の方法で解くことができま

年 したか？ ※学び合い後に振り返った

別 ②もっとよい方法がありそうです 自分の学び

指 か？

導 Ｔ：友達の考えを参考にして、もっ

６ 課題をまとめる とよく解くために気が付いたこ

７ 練習問題を解く とはありませんか？

８ 学習内容の関連性を見つける 自己決定３（共通終末の場で）

９ 自己評価・相互評価する ◎学び直しを図り、新たな目当てを

もつ。

共 Ｔ：それぞれの学年でどんなことを

学習したのか発表しましょう。 自己決定３で記入したカード

通 Ｔ：今日の自分の目当てを振り返っ

てみましょう。

終 Ｔ：次の学習で、自分の学び方をも

っとよくするために、工夫した

末 いことはありませんか？

〈教師の支援〉

10 次の学習課題を確認する どうやったら達成できるか考えな

ければね。

〔単元全体の児童の様子〕

児童は、事前から、他校の児童と一緒に学ぶことに対して強い興味を示していた。自己決定２では、 第１回目の

集合学習のときよりも、第２回目の集合学習のときの方が、他校の児童の考えのよさに目を向けた発言が多く見られ

た。また、各校毎の分習では、自分たちの考えた解き方を他校の児童に伝えようとする意識が高まっていることが、

自己決定カードの記入から読み取れる。自己決定場面を位置付けた指導過程での学習経験を積み重ねる毎に、自己決

定１の場面で自分の学びの目当てを明確にし、それに向かって努力しようとする姿が増えていった。しかし、目的が

達成されなかった場合、どのように工夫するかまで考えようとする児童は少なく、配慮が必要であると感じた。

課題

通分のしかたを工夫しよう

Ｃ５：ぼくの目当ては、進ん

で発表するです。

Ｃ６：私の目当ては、計算の

やりやすい方法を見つ

けるです。

Ｃ３：Ａ小学校の○○くんの

発表の仕方が、分かり

やすかったです。

Ｃ６：目当てをしっかり達成

させることはできませ

んでした。みんなの図

が、分かりやすくて参

考になりました。
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(2) 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランを基にした授業実践の分析と考察

主体的に学ぶ力の構成要素である「新しい知識や技能を獲得する力」「他者とともに考える力」

「獲得した知識や技能を基に行動を起こす力」について、８頁の検証計画に従って、分析と考察を

行う。

ア 主体的に学ぶ力にかかわる授業実践の分析と考察

(ｱ) 「新しい知識や技能を獲得する力」の育成状況について

実践の概要１（合同学習）で変容を追っていったＡ児が、この単元をとおして身に付けたか

った力は、「アイディアをたくさん出す力」であった。第１・２時には、「アイディアを２つ以

上は出す」という目当てを立てたが、それはあくまでも自分でアイディアを出すことに限って

いた。学級の枠組みをはずして行った第３・４時は、「協力してアイディアをたくさん出して

楽しくつくる」という目当てを立てた。この目当ての内容から、Ａ児は、多人数の中でアイデ

ィアをたくさん出すためには、協力することが必要なこと、また、アイディアをたくさん出す

ことによって楽しいものを作ることができるであろうということに気付いたことが分かる。Ａ

児は、この目当てに向かって他の学年の児童に自分のアイディアを伝えたり、他の児童のアイ

ディアを聞いたことにうなずきながら自分たちの基地を新聞で囲んでいた。 学級毎の学習活

動であった第５・６時では、「みんながはっとおどろくようなものをつくる」という目当てを

立てた。個々の活動であったにもかかわらず、自分だけで満足するものではなく、相手を強く

意識した目標をもってつくろうとしていることが分かる。Ａ児は、第３・４時に他のグループ

のアイディアを基に発想を広げ、場所の特徴に合わせて自分らしい表し方で新聞を使った新た

な遊びを思いつき、つくることができていた。

Ａ児がこのように変容したのは、これまで、何をつくるかとか、どんな材料にするかという

ような学習内容にかたよった目当てに到達させる指導を行うことが多かったことに対して、本

実践では、単元の導入時に自己決定１の場面を設定し、自分の学び方にも目を向けさせる指導

を積み重ねたことと学級の枠組みをはずして、学びの場を広げたことによって、自分の考えと

他の児童の考えをかかわらせて学び方を高めようとする意識が高まり、積極的に活動に取り組

むことができたものと思われる。

実践概要２（集合学習）でも、単元全体をとおして同じ目標で「学ぶ→振り返る」ことを積

み重ねた。その結果、同じ視点で自分の学びを振り返り、振り返ったことを生かしながら自分

の目当てを達成させるために意欲的に学習に取り組む姿が見られた。また、学級の枠組みをは

ずし、学校外の友達と学ぶことによって、同じ学年どうしで目当てを共有し合いながら分数の

加減計算についての考えを深めることができていた。また、単元末のテスト結果では、ほとん

どの児童が目標到達度を超える点数を獲得できた。

次頁【表７】に示した児童に行った意識調査の結果から、「新しい知識や技能を獲得する力」

に対する意識は、プラスの回答をしていた児童の割合が実践１では57.1％から100％に、実践

２では50.0％から75.0％に増えた。このことから、自己決定場面１を設定して目当てを明確にさ

せたことは、児童自身の意識を高めたと言える。

これらのことから、自己決定場面１を設定したことと、学びの場を学級・学校外へと広げた

学習活動を行ったことは、児童自身に明確な目的意識をもたせ続けながら課題解決に自主的に

取り組ませ、教科の知識や技能を身に付けさせる上で、有効であったと考える。
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ただし、図画工作科と算数科では目的意識 【表７】児童の意識調査の結果１

のもたせ方に違いがあった。算数科は、教科

内容に対する目的と自分の学び方に対する目

的を比較的もちやすかったが、図画工作科の

しかも造形遊びとなると、活動の中で目的が

変わる可能性も出てくる。よって、教科や単

元（題材）の特性によっては、目的のもたせ

方について課題が残った。

(ｲ) 「他者とともに考える力」について 【資料５】自己決定場面２で

多様な考えに進んでかかわり、他者とともに新しい考えを生み 活用したカードの例

出させるために、①自分の方法では、最後まで解くことができな

かった、②自分の方法で解決することはできたけれど、もっとよ

い方法がありそうだ、③自分の方法はとてもよい方法だから友達

にも教えたい、のいずれの状況なのかをカードを用いて明確にさ

せた。そして、解決の状況を明確にしたことを基にして、児童個

々に学び合いの視点を明確にさせたり、学びを修正させたりした。

【資料５】は、カードの一部を抜粋したものである。カードの記

入から、児童はそのときの自分の解決状況を判断して、学び合い

のときに、他の児童の考えとどのようにかかわればよいかの視点

を明確にし、その後の自分の学びを修正していることが分かる。

また、「Ａ子さんの考えを使えば～」のように、他校の児童の

解き方のよさに気付き、自分の考えでは途中までしか解くことの

できなかった問題を、最後まで解き進めることができた児童も多

かった。

実践１（合同学習）で変容を追っていったＢ児は、第３・４時

に全校で行った学習活動の中の交流場面で、他のグループのアイ

ディアのよさに気付き、さらに、そのよさを第５・６時に行った

学習活動で、自分の活動に生かしていた友達に気付いたことが、

カード記入から読み取れる。このことから、Ｂ児は、単にアイデ

ィアのよさに気付いただけではなく、そのよさを生かしている他

の児童のよさにも気付いたことから、自分の活動から友達の活動

に視野が広がったことが分かる。

次頁【表８】に示した児童に行った意識調査の結果から、「他

者とともに考える力」に対する意識は、プラスの回答をしていた

児童の割合が実践１は69.0％から90.4％に、実践２では64.3％か

ら85.7％に増えた。このことから、自己決定場面２を設定して多 ※Ａ子は、このカードを記入

様な考えにかかわらせたことは、児童自身の意識を高めたと言え した児童とは別の学校の児

る。 童である。
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これらのことから、自己決定場面 【表８】児童の意識調査の結果２

２を設定したことと、学びの場を学

級・学校外へと広げた学習活動を行

ったことは、多様な考えに進んでか

かわり、他者とともに新しい考えを生

み出そうとする児童の育成に有効であ

ったと考えられる。

(ｳ) 「獲得した知識や技能を基に行動を起こす力」について

実践１（合同学習）で変容を追っていったＢ児は、自己決定３で学びを振り返ることによって、

第１・２時では、次時にどこを修正したらよいか見通すことができていた。その時記入したカード

内容から「広い板を使いたい」というように、次時への活動に対して意欲的に考えていることが分

かる。Ｂ児はこの時間に、新聞を他の材料と組み合わせることのよさに気付き、次時には、広い板

の代わりに見つけた段ボールを使って基地の土台をつくる活動に取り組んだ。さらに、学びの場を

広げた第３・４時後に行った学級毎の活動では、自己決定３で記入したカードに、自分たちの活動

を「１，２，５，６年生にも伝えたい」というように、学びを他学年に発信しようとしていること

が分かる。

実践２（集合学習）では、学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動後の児童は、自分たちの

解き方を他校の児童に伝えたい、あるいは、他校の児童の考えを知りたいという気持ちが高まり、

解決方法を記入したプリントを交換し合う児童が見られた。

これは、一単位時間の終末の段階に、自己決定３を設定し、これまでの自分の学びを振り返って

新たな目標をもたせた指導を行ったことによって、学びを深めたり、広げたりしようとする意識が

高まったものと思われる。また、学びの場を学校外へと広げたことによって、他校の児童の考えに

関心をもち、お互いの考えのよさを比較することによって自分たちの学びが深められることに気付

いたものと思われる。

【表９】に示した、児童に行った意識調査の結果から、「獲得した知識や技能を基に行動を起こす

力」に対する意識は、プラスに回答してい 【表９】児童の意識調査の結果３

児童の割合が、実践１は57.1％から92.9％

に増えたのに対して、実践２では92.9％か

ら71.4％に減った。実践２で、なぜ児童の

意識が低下したのかその理由を児童に聞い

てみたところ、分数という単元が原因であ

ることが分かった。

この力に関する調査項目は、「あなたは、

ふだんの生活の中で、これは学校で学習したことを使えば学習できそうだ。」「学校で学習したこと

を基にして、家でもやってみようと思うことがありますか。」という内容であった。児童は、分数で

表された事象を身近な生活の中であまり見付けることができなかったために、学習したことを生活

に広げることが難しく、事前よりも意識を低下させてしまったようである。実践後、分数を生活に

生かすよさを補充したが、教科や単元（題材）の内容によっては、学習した内容と生活の結び付け
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に配慮が必要なものもあることが明らかになった。

これらのことから、自己決定場面３を設定したことと、学びの場を学級・学校外へと広げた学習

活動を行ったことは、自分の学び方を修正したり、進んで学級・学校外へ学びを広げようとする児

童を育成することに有効であったと考えられる。

ただし、教科や単元によっては、自己決定３を行う場合に、教師の支援のあり方について課題が

残った。

このように、課題は残ったものの、主体的に学ぶ力の構成要素である「新しい知識や技能を獲得

する力」「他者とともに考える力」「獲得した知識や技能を基に行動を起こす力」は、おおむね育成

されたものと思われる。

イ 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動にかかわる児童と学級担任等の意識の分析と考察

主体的に学ぶ力を育成するための手立てが有効であったかについて、教師には、８頁の【表５】

に示した調査内容と方法、【表10】【表11】に示した設問内容によって、また、児童には、実践後に

記述させた感想カードによって意識調査を行った。

教師の意識調査の結果は、以下のとおりである。

主体的に学ぶ力を育成するために自己決定が有効であると思われた項目は、全て選択されたが、

特に有効であった項目として選択されたのは、イ、エ、オ、カであった。このことから、自己決定

場面を設定することは、主体的に学ぶ力を育成する上で効果があったと受け止められたことが分か

る。特に、目当てをより具体的にもたせて課題解決に自主的に取り組ませることができる、多様な

考えに進んでかかわらせ自己と他者の考えやよさを明確にすることができる、さらに、自己をより

高めるために、学び方を振り返ったり、他者の考えから自己の学びを修正したりして新しい発想を

生み出すことができるというよさがあったと受け止められた。しかし、「目的を明確にしたり、振

り返ったりすることは大変重要であるし効果も出たが、一単位時間に位置付けた場合、毎時間では

時間的に苦しいこともある。」「学びを相互交流す 【表10】教師用設問内容１

る場では、人数が増えても教師に頼ろうとする

意識は変わらなかった。」という意見があった

ことから、自己決定１と２の位置付け方を見直

す必要があると思われる。また、学びを交流す

る場面で多くの考えとより積極的にかかわらせ

るように、支援の仕方を工夫する必要があると

思われる。

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動 【表11】教師用設問内容２

が有効であると思われた項目は、ア、イ、ウ、

オであった。しかし、エについては、自分の学

びを修正する必要があるのかどうか分からない

児童がいたという担任教師の意見があったこと

から、全体で学びを振り返るときに、学年に応

じた支援が必要であると思われる。

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動に
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対する児童の意識を調査した 【資料５】児童の感想

結果、実践１・２それぞれに

【資料５】に示した記述が

見られた。この記述から、児

童は、多くの考えに触れるこ

とによって、自分の考えが広

がることのよさや、自分の考

えを認められることへの安心

感を感じ取っていることが分

かる。また、学級で学習して

いるときよりも、自分の存在感が大きいと感じている児童もいた。

これらのことから、学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動は、教師と児童に肯定的に受け

止められていると言える。

３ 小規模校における主体的に学ぶ力を育成する学習指導に関する研究のまとめ

本年度の目標は、小規模校において、学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプラン

に基づいた授業実践計画と検証計画及び調査計画を立案する。また、学びの場を学級・学校外へと

広げた学習活動モデルプランを活用した授業実践とその結果の分析・考察をとおして、主体的に学

ぶ力の育成状況を検証し、小規模校における主体的に学ぶ力を育成する学習指導に関する研究のまとめ

を行うことである。

ここでは、それらの研究内容の成果と課題について総括的にまとめる。

(1) 成果

ア 指導過程に、目的を明確にする自己決定場面１を設定したことによって、単元全体をとおし

て自己の学びが高まる様子を児童自身に把握させることができた。特に、自己の学び方につい

ての目当てをもたせたことは、児童自身の活動だけではなく、他の児童の活動にも目を向けさ

せ、自己の学び方を振り返って修正することに役立たせることができた。

イ 学びに対する相互交流を図る自己決定場面２を設定したことによって、他の児童の考えのよ

いところを進んで見つけようとする児童が増えた。特に、算数科で行った自己決定２は、自力

解決後に自分の解決の状況を判断させたことによって、学び合いの場面で自分が何を目的にし

てかかわればよいのか明確にさせることができた。このことによって、児童に、他の児童の考

えのよさを自分の課題解決に生かす指導を行うことができた。

ウ 学び直しを図り、新たな目的をもつ自己決定場面３を設定したことによって、これまであま

り学習した内容を生活と結びつけたり、継続して考えようとしたりすることの少なかった児童

に、進んで学びを広げようとする意識をもたせることができた。特に、図画工作科では、自分

の学級の学びを他の学級の児童に伝えたい、学びを家庭でも継続させたいという思いを強くも

たせることができた。

エ 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動を行ったことによって、児童に意欲をもって学

習に取り組ませることができた。特に、学校の枠をはずして行った集合学習で、児童は、「自分

の考えと同じ人がいてほっとした。」「いつもの自分より楽しんで学習している自分がいた。」

「もっといろいろな教科で一緒に学習すれば、たくさんのことが分かりそうだ。」という感想を

話していたことから、同じ学年の多くの考えに触れさせることで、少人数の学習では味わえな

いよさを感じ取らせることができ、学習内容の習得に役立たせることができた。
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(2) 課題

ア 教科や単元によって、自己の目的を修正したり、学びを広げたりすることに戸惑いを見せ

た児童がいたことから、自己決定の場で行う教師の支援を、教科や単元の特性に沿ってより

具体的に示すことが必要である。

イ 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動の中で相互交流する場合、かかわる児童の人

数が増えても、教師に頼ろうとする児童の意識が高かったことから、自己決定２の場を位置

付けるだけではなく、交流の仕方について指導することが必要である。

以上のことから、課題はあるものの、本研究で作成した「学びの場を学級・学校外へと広げた

学習活動モデルプラン」を活用した授業を行うことは、小規模校における主体的に学ぶ力を育成

する上で有効である、小規模校の指導充実に役に立つものであるという見通しをもつことができた。

Ⅵ 研究のまとめ

この研究は、小規模校の特性を生かし、学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプラ

ンを作成することをとおして、主体的に学ぶ力を育成する学習指導の改善に役立てるものである。

２年次研究の第１年次である昨年度は、主体的に学ぶ力を育成する学習指導についての基本的な

考え方を検討するとともに、基本構想を立案し、学習活動モデルプランを作成した。

第２年次である今年度は、昨年度の基本構想に基づいて検証計画を作成し、学びの場を学級・学

校外へと広げた学習活動モデルプランに基づいた授業実践結果の分析・考察をとおして、小規模校

における主体的に学ぶ力を育成する学習指導に関する研究のまとめを行った。

２年間の研究の成果と課題については、以下のようにまとめることができる。

１ 研究の成果

(1) 小規模校における主体的に学ぶ力を育成する学習指導に関する基本的な考え方の検討

主題にかかわる先行研究や文献により、小規模校におけるこれまでの学びの現状と主体的に

学ぶ力を育成するための小規模校の特性を明らかにすることができた。このことによって、小

規模校の児童が主体的に学ぶ姿を具体化することができたとともに、学びの場を学級・学校外

へと広げた学習活動の必要性を明らかにすることができた。このように、小規模校における主

体的に学ぶ力を育成する学習指導に関する基本的な考え方を明らかにし、小規模校における主

体的に学ぶ力を育成する学習指導について検討することができた。

(2) 小規模校における主体的に学ぶ力を育成する学習指導について基本構想の立案

小規模校における主体的に学ぶ力を育成する学習指導についての基本的な考え方に基づき、

主体的に学ぶ児童の具体的な姿を実現するために、自己決定場面を位置付けた指導過程の必要

性を明らかにすることができた。また、自己決定場面の指導過程への位置付け方や学びの場を

学級・学校外へと広げた合同学習・集合学習へ取り入れる視点に基づき、学習活動モデルプラ

ン作成の見通しをもつことができた。このように、小規模校における主体的に学ぶ力を育成す

る学習指導に関する基本構想を検討し、立案することができた。

(3) 学習活動モデルプランの作成

基本的な考え方と基本構想で述べた視点を基に、複式指導を加味した教科等の特性を明らか

にし、合同学習と集合学習を組み入れた学習活動モデルプランの指導のねらい、活動の内容と

流れ、活用するに当たっての学級・学校間連携上の配慮事項についての検討を進め、二つの学

習活動モデルプランを作成することができた。

(4) 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランに基づいた授業実践計画と検証計

画及び調査計画の立案

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランを活用して、小規模校の児童に主



- 23 -

体的に学ぶ力を育成する学習活動を進める手順を明確にし、算数科と図画工作科の授業実践計

画と検証計画及び調査計画を立案することができた。

(5) 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランを基にした授業実践と分析・考察

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランを基にした授業実践を行い、その

分析・考察を行うことをとおして、指導過程に三つの自己決定場面を位置付け、学びの場を学

級・学校外へと広げた学習活動が、小規模校の児童に主体的に学ぶ力を育成する上で有効であ

ることが分かった。

(6) 小規模校における主体的に学ぶ力を育成する学習指導に関する研究のまとめ

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランを活用した授業を行うことは、小

規模校における主体的に学ぶ力を育成する上で有効であり、小規模校の指導充実に役に立つも

のであるという見通しをもつことができた。

２ 今後の課題

(1) 学びの場を学級・学校へと広げた学習活動モデルプランを活用した授業のあり方を、他の教

科で実践し、主体的に学ぶ力を育成する上で自己決定場面の配慮事項を再検討すること。

(2) 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動の４つのパターンに適した教科で、学習指導の

流れとその配慮事項を明らかにすること。

おわりに

この研究を進めるに当たり、ご協力いただきました研究協力校の先生方に心から感謝を申し上げます。
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主体的に学ぶ力を身に付けさ

せるためには、児童自身が自分

で学習を進めているのだという

意識をもたせる

を指導に取り入れることが大切

です。

Ⅰ なぜ、小規模校の児童に「主体的に学ぶ力」を育成することが必要なのです

か？

小規模校では、学級を構成する人数や、学年を構成する人数が少ないという特性から、

一人一人の児童の実態をきめ細かに把握することが可能です。また、個々の興味・関心に

即して個性を引き出すことや、学習内容の習得状況に応じて個に応じた指導をすることに

適した教育環境にあります。それは、複式学級における間接指導において、「自ら学び自ら

考える自己学習の時間」が設定されていることからも分かります。

このような小規模校の特性を生かし、児童の主体的な学びが展開されれば、自分の意思

で学習している喜びを味わい、成就感や充実感を実感しながら学び方を身に付けることが

可能です。また、そのことが確かな学力の習得や学びの継続、発展につながります。

つまり、小規模校は、児童に学習の必要感と目的意識を明確にとらえさせ、主体的

な学びへの転換を図る学習指導に適していると言えるのです。

小規模校における主体的な学びとは、このような小規模校の特性を生かし、児童が■

自己の知的好奇心や興味・関心を大切にし、学習に対する明確な目的意識をもって

新しい知識や技能を獲得することです。また、少人数という課題を克服し、自己の考え

を友達の考えと積極的にかかわらせることによって、新しい発想を生み出して自己を

高め、それまでの自己の学びを進んで他に発信していくことです。

具体的には、こんな児童を目指します■

これまでの学び方を目的に応じて活用、修正し

進んで学級・学校外に学びを広げようとしている

多様な考えに進んでかかわり、他者とともに

新しい発想を生み出そうとしている

明確な目的意識をもち、学習のゴール像を

見通しながら課題解決に自主的に取り組んでいる
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Ⅱ 自己決定は、どのように行わせればいいのですか？

「自己決定」とは、自分以外の誰かにやらされて学習を進めるのではなく、自分の意思

で学習していると感じるために、自分で意思決定をすることです。

ここでは、自己決定する場面を特に、①目的を明確にする場面、②学び方に対する交

流を図る場面、③学び方を評価し新たな目的をもつ場面で行っていきます。

これらの三つの自己決定場面に、「個の学習活動」と「集団の学習活動」を効果的に取

り入れ、課題に対する自己の目的を明確にし、その目的に向けて自己の学びを修正していく

意識を高めることをとおして、主体的な学びを育成します。

ここでいう目的とは、教科の目標やそこから明らかになる課題と自分とをかかわらせ、

これから学習することが自分の生活で具体的にどのように役立ちそうか、

あるいは、これまでの学びをどう修正すれば自己をより高められるかを方向

付けることです。

自己決定の場の位置付けとねらい■

自己決定場面①■

【自己決定の場の設定 】

この場面では、「個の学習活動」を取り入
導

自己決定場面① 個の学習活動

れます。児童が問題と出会ったときに、何を
入

～目的を明確にする場～

知りたいと思うかは個々の児童によってとら （自己の目的を設定する）

え方が違います。そこで、知りたいことと自
展

自己決定場面② 集団の学習活動

己との関連付けを図らせ、その学習が自分
開

～学びに対する相互交流の場～

にとってどんな意味があるのか理解させな （自己の学びを修正する）

がら児童個々の目的を明確にさせることをねら 自己決定場面③ 個の学習活動

いとします。 終 ～学び直しを図り新たな目的をもつ場～

末 (自己をより高めるために学び方を振り返る)

(新たな課題に取り組もうとする目的をもつ）

自己決定場面②■

この場面では、「集団の学習活動」を取り入れます。自己と他者の考えを相互に交流させる中で、共通して

いることや相違していることなどに気付かせ、その気付きを児童の学びに生かしながら学びを修正することを

ねらいとします。

自己決定場面③■

この場面では、「個の学習活動」を取り入れます。ここでは、学び直しを図るために、これまでの学び方を振

り返らせ、振り返らせた学びを活用して新たな課題に取り組もうとする目的をもたせることをねらいとします。
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自己決定場面で行う学習活動の内容と留意事項■

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動に、自己決定場面を位置付ける場合には、以下に示したよ

うなことに留意しながら行うようにします。

活動の形態 自己決定に関する学習活動の内容と留意点 自己決定の設定場面

問題場面で知りたいと思ったことが、自分の中
個の学習活動

でどんな意味があるのか考える
自己

学年の目標を明確にしながら、共通で決定 目的を明確にす ○

導① る場面 考える全体の課題と個の目的の結び付

指けを十分図る 入

他の児童の目的を多面的に受容し合わ○

せ、自分の学びに生かすことができる

ように支援する

導

集団の学習活動自己 自分と友達の考えや学びの接点を明確にする

決定

課題解決に対する見方や考え方を広く② 学び方に対する ○

展相互交流の場面 とらえさせるようにする

過○ 多様な考えを基に相互交流することによ 開

って啓発されるものの見方や考え方を、

広げたり、深めたりする視点を与える

程
自分の学び方を振り返り、学び直しをする

個の学習活動
振り返った学び方を活用して新たな目

自己
的をもつ

決定 学び直しを図り

終③ 新たな目的をもつ

末場面 ○ 学び直した後にも、相手意識をもち

続け、他学年や他校の児童に発信し

続けることをとおして、学びを広げ

たり、自分をより高めたりできるよ

う支援する

※ は、自己決定に関する学習活動の内容

※ は、指導過程を単元全体と見たときの設定場面

※ は、指導過程を一単位時間と見たときの設定場面
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Ⅲ 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動には、どんなことがありますか？

小規模校で行われる学習活動は、少人数で構成され、固定化した人間関係の中で繰

り広げられるため、学級での学習活動だけでは、多様な考えに触れ、主体的に検討し合

ったり、児童相互の学び合いによって考えを練り上げたりする学習活動を十分行なうこと

は難しい状況にあります。

そこで、学級や学校の枠をはずした集団での学びの場を意図的に設定し、多くの考え

に触れる機会を与えることによって、ものの見方・考え方を深めたり、広げたりすることが

大変重要になります。

また、自己決定の場を、学級における学習活動の中に位置付け

るだけでは、主体的に学ぶ力を十分に育成できるとは言えません。

そこで、学級や学年を基盤にしがらも、学びの場を学級・学校外

へと広げた学習活動の中に自己定の場を位置付けることが大変重

要になります。

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動の種類■

合同学習■

合同学習とは、一つの学校で三学年以上（単式の学級では、二学級以上）の児童生徒で学習集団を編成

する学習方法です。日常的な授業の一環として行うことが可能です。

集合学習■

集合学習とは、近隣の二校以上の同学級の児童生徒、または各学校の全校児童生徒を一カ所に集めて、

各学校の協力によって学習指導を行う学習方法です。実施するには、地理的な問題や経済的な問題があり、

継続に当たっては難しい面もありますが、学習のねらいを達成させるために大切にしたい指導方法です。

交流学習■

交流学習とは、学校規模や生活環境の異なる学校（小規模校と大規模校、国際姉妹校、山の学校と海の

学校）どうしが、姉妹的な関係を結び、それぞれの学校独自では体験できない学習や、生活をさせる教育方法

のことです。交流学習をとおして、最終的には、お互いが相手の立場を思いやれるように、「豊かな人間形成

のできる場」としてとらえていくことが大切です。

（ここで説明した用語については、全国へき地教育研究連盟が発行している「21世紀を拓く教育シリーズⅡ

効率的な学習指導と学校・学級経営」に基づいて説明しています。）

なお、補充資料の中では、合同学習と集合学習について紹介しています。
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Ⅳ 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランって何ですか？

学びの場を学級、学校外へと広げた学習活動モデルプランとは、単元の指導構想の中

に、学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動を位置付けて、その学習活動の流れや

配慮事項を明示した指導のモデルとなるプランのことです。

このプランの作成は、以下のような手順で行います。

① 複式指導を加味した教科等の特性を整理します。

② 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動プランの洗い出しをします。

③ 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動に自己決定場面を位置付けた場合

の学習の流れとその配慮事項を検討します。

④ 学びの場を学級、学校外へと広げた学習活動モデルプランを作成します。

この研究では、合同学習と集合学習を組み入れたモデルプランを作

成しています。

学びの場を学級・学校外へと広げた四つの学習活動プラン■

パターン１

適している教科 音楽、図工、体育、家庭

活動の流れ

より多くの集団の中で他者の考えに共感させ、他者の考えのよさに気付かせながら多人数による活

動の楽しさを味わわせたり、学習内容を深めさせたりすることができます。

パターン２

適している教科 特別活動、道徳

活動の流れ

行事等の指導で生じる少人数による弊害を解消できます。活動の計画や目標を児童に共通理解さ

せ、多人数の中で目的を達成させるよさを味わわせることができます。

パターン３

適している教科 生活、社会、総合的な学習

活動の流れ

各学校での弾力的な指導が可能なことから、扱う教材や目標などを協働で開発し、作業的、体験的

な学習をとおして、学び方や調べ方を身に付けさせることができます。学びを広げた学習活動では、異

学年同士でも、段階を踏みながら一つの目標に向かわせることができます。

パターン４
適している教科 国語、算数、理科

活動の流れ

学校外へ学びを広げると、同じ学年の学習集団を構成することができるという長所を生かした、単学

年の学習活動を取り入れることができます。学びを広げた学習活動では、学年単位で新しい発想を生

み出したり、学びを深めたりする学び合いを工夫・改善することができます。

学びの場を学級・学校外へと広げた

学習活動（合同学習・集合学習）

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動

（合同学習・集合学習）

学級

学級学級

学年 学年

学年 学年
学びの場を学校外へと広げた学習活動

（集合学習）

学びの場を学級・学校外へと広げた

学習活動（合同学習・集合学習）

学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動

（合同学習・集合学習）
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合同学習を組み入れた学習活動モデルプラン

学習形態 学習活動の流れと教師のサポート指導過程

〈課題設定〉

導入 事前の学習１ 課題に対する目的意識を明確にする 各学年の学習目

標を明確にする。（各学年毎） ①教科の目標に対する共通の課題設定

関連性を明確に②学年における自己のゴール像の設定

する。

〈課題の探究１〉

展開 事前の学習２ 合同学習へ 課題解決に向けて自己の学びを展開する

①共通課題の解決に向けての思考（各学年毎） の目的意識

②自己の学び方の確立をもたせる

〈課題の探究２〉 学年の目標を

集団思考による課題解決 明確にしなが

ら、共通で考他の学年の児童と相互交流、相互思考するこ

える課題と自とによって、学習内容を関連させながら新し

己のゴール像い考え方を見いだす。

（合同学習） の結び付けを

〈課題のまとめ１〉 図る。

集団思考による課題のまとめ

互いの学習内お互いの学習内容を関連させながら、課題解

容から学び合決に対する見方や考え方を広げ、自己の学び

うという意識を修正する。

を高める。

終末 事後の学習

〈課題のまとめ２〉（各学年毎）

学びの振り返りを生かした課題のまとめ

①合同学習で修正した自己の学びを振り

返り、自分をより高めるために、新たな互いに高め合うパ

目的をもつ。－トナ－として、

②高まった自己の姿や新たな目的へのかかかわり続けさせ

かわりについて他の学年の児童に発信るようにする。

し、常に自己の学びを学び直す。

注） 活動 活動の流れ 活動の発展 教師のサポート

Ⅴ 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプランを活用した授業の進

め方

１ 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプラン１の実践紹介■

合同学習を組み入れた学習活動モデルプラン■

〈指導上の配慮事項〉

合同学習は、異学年の学習集団で構

成されることから、同学年の学習集団以

上に個性や能力に差が生じてきます。そ

こで、異学年集団としての長所を指導に

十分生かすようにすることが必要となりま

す。

下の学年には、上の学年の考えや技術

に学ぶという意識をもたせながら、教科の

学習内容の系統性に気付かせることが大

切です。そして、上の学年には、下の学年

を補助することをとおして、意欲を高めな

がら学習内容を補充、発展させることが

大切です。

特に最高学年である６年生の指導に当

たっては、補助的な立場にだけおくことの

ないよう配慮するとともに、中学校の学習

内容との系統性を考慮しながら指導する

ことも必要です。また、１年生の指導に当

たっては、補助される立場にだけおくと主

体的に学ぶ力の育成を妨げることが考え

られるので、指導には十分配慮が必要

です。

なお、合同学習を行うに当たっては、学級間の連携も重要になります。配慮事項を以下に示します。

〈学級間連携上の配慮事項〉

合同学習を計画的に行うためには、学習環境を整備することが大切です。学年間で学習内容に関連性

があり、合同学習を組み入れたことによって効果の上がる学習内容を洗い出し、整備することが必要で

す。また、その活動内容を年間指導計画に位置付けることによって、長期的、計画的に指導するようにしま

す。さらに、教師の専門性を生かし、指導体制を整備することも大切です。
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合同学習を組み入れた学習活動モデルプランを活用する場合の配慮事項■

合同学習を組み入れた学習活動モデルプラン

学習形態 学習活動の流れと教師のサポート指導過程

〈課題設定〉

導入 事前の学習１ 課題に対する目的意識を明確にする 各学年の学習目

標を明確にする。（各学年毎） ①教科の目標に対する共通の課題設定

関連性を明確に②学年における自己のゴール像の設定

する。

〈課題の探究１〉

展開 事前の学習２ 合同学習へ 課題解決に向けて自己の学びを展開する

①共通課題の解決に向けての思考（各学年毎） の目的意識

②自己の学び方の確立をもたせる

〈課題の探究２〉 学年の目標を

集団思考による課題解決 明確にしなが

ら、共通で考他の学年の児童と相互交流、相互思考するこ

える課題と自とによって、学習内容を関連させながら新し

己のゴール像い考え方を見いだす。

（合同学習） の結び付けを

〈課題のまとめ１〉 図る。

集団思考による課題のまとめ

互いの学習内お互いの学習内容を関連させながら、課題解

容から学び合決に対する見方や考え方を広げ、自己の学び

うという意識を修正する。

を高める。

終末 事後の学習

〈課題のまとめ２〉（各学年毎）

学びの振り返りを生かした課題のまとめ

①合同学習で修正した自己の学びを振り

返り、自分をより高めるために、新たな互いに高め合うパ

目的をもつ。－トナ－として、

②高まった自己の姿や新たな目的へのかかかわり続けさせ

かわりについて他の学年の児童に発信るようにする。

し、常に自己の学びを学び直す。

注） 活動 活動の流れ 活動の発展 教師のサポート

①について

どの学級にも、共通の目的をもたせるために、事

前の学習において、合同学習を行うよさについて考

えさせ、その上で、何を共通の目標とするか明確に

させるようにします。

②について

教科や単元によっては、知

りたいことを生活と結び付け

ることが難しいものもあるの

で、その場合は、学習のゴー

ルを本単元の学習内容にしま

す。

事前に自己の学び

を展開させる場合は

合同学習で何を伝え

たいか、また、何を

学び取りたいかを常

に考えさせながら、

自分らしい学びをさ

せるようにします。

学年を超えて、個のよ

さに気付かせながら、学

習できるよう支援してい

くことが大切です。上の

学年が、下の学年のお世

話係になるだけではなく

下の学年の児童が出す考

えのよさや、行為のよさ

に気付かせることが、学

びを広げることにつなが

ります。

教師が意図的に他の学級の児童相互をつなぐ手立てを

組まないと、児童は、再び学級の中だけにとどまってし

まいます。合同学習の時の他学年の考えのよさや行為の

よさを常に思い出させながら、学びの広がりをもたせる

支援を行うようにします。

実施する児童の人数にも

よりますが、全校をいくつ

かのグループに分けられる

場合には、それぞれのグル

ープの中で他学年の考えの

よさに気付かせると共に、

グループ相互の交流ももた

せ、さらに、考えを深めた

り、広げたりするようにし

ます。
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ねらいの設定■

合同学習を行う場合は、まず、ねらいを明確にすることが大切です。その場合、学級や学校の児童の実態

に応じて設定しますが、同一校内で行うことから、隣接する学年のねらい相互の関連性を考え合わせることも

重要になります。

この研究で行った授業実践の対象児童は、１年生５名と２年生１名の複式学級、３年生４名と４年生４名の

複式学級、５年生３名と６年生４名の複式学級です。これまでに、全校として合同で学習に取り組んでいること

は、体育の授業の中の週１時間、その他に音読朝会を週１回、朝読書を週１回行っています。体育は、学級の

単位では十分にゲームの楽しさを味わわせにくいボール運動や鬼遊びを中心に行っています。また、主体的

に学ぶ力に関する児童の実態を、担任教師から事前調査した結果、「一つの意見が出ると、それで満足してし

まい、もっとよい考えはないか、他にも方法はないかなどと考えようとする意欲に欠ける。」「個人差が大きく、

学級としてなかなか主体性が育たない。」「間違えていた場合、なぜ違っていたのか、もう一度自分でよく考え

てみようという意欲に欠ける。」「意欲のある児童でも、学習の進め方や 方法がまだ十分身に付いていない。」

ことが挙げられました。

そこで、合同学習のねらいを【表１】に示した三点に設定しました。そして、これらのねらいを、どの教科で、

どの時期に実現させるか検討しました。

検討の結果、このねらいを、図画工作科で具体化することにしました。

【表１】合同学習のねらい

学習の目的を明確にし、その目的

に向かって助け合い、補い合って
Ａ
自主的に学習に取り組む

多様な考えに進んでかかわり、自

Ｂ 分や友達の考えのよさを見つける

自己をより高めるために、かかわ

った考えを生かして、自分の学び
Ｃ
を修正したり、新たな目的をもっ

たりする
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全体計画の作成■

合同学習のねらいとして設定したＡＢＣ三つのねらいを、教科で達成させるために、各教科毎の指導構想を

立てます。そして、それぞれの学年がどの時期にどの領域や単元で協働で学習を進めればよいかを明確にす

ることで、年間の見通しをもって指導できるようにします。これは、合同学習を図画工作科で実施する場合の

全体計画を作成する手順を表したものです。（完成した全体計画は、40、41ページ【資料３】に載せてあります）

図画工作科全体計画の作成手順

① 学年別の題材の検討

特に、地域素材を活用できる場合は、分野や主題を考慮して題材を検討するようにします。

また、児童の興味・関心に合わせて、材料や表現方法を選択できる内容設定にしておきま

す。

② 配当時間の検討 ④ 主題の設定

児童の実態や興味・関心に合わせて、選 材料や場所の活用、想の拡充、行為の展

択できる時間も考慮します。 開、鑑賞を明示します。

③ 分野の設定 【合同学習】

絵、つくる、造形遊び、立体のどの分野 回数、内容、学年、実施時期等を検討して指

なのか明示します。 導計画に位置付けます。

図画工作科全体計画 Ａ年度（教科書：上）

第１・２学年 （全６８時間） 第３・４学年 第５・６学年

月 題 材 名 時間 分野 主題 題 材 名 題 材 名

４ １ みつけたよ ２ １ ためしながら １ 自信をもって

月 ２ すきなものなあに ２ 絵 想の拡充 ２ きせつの中で ５ こんなとき感
【 ３ みんななかよし ４ グルグルかくかく

一 ①くるくるチョッキン ※４ つくる 想の拡充 ６ 風パワーぜんかい

学 ②かさねてチョッキン ※４ つくる 想の拡充 ①ウインドガー

期 ③おってチョッキン ※４ つくる 想の拡充 ②スルスルスットン

】

４ できたできた

７ ①すきなばしょで ※４ 造形遊び 材料や場所の活用

月 ②いろいろなかみで ※４ 絵 材料や場所の活用

６月 合同学習題材（例）「ねんどくっつけ」 〈立体〉 行為の展開 （全４時間）

【１・２年】 【３・４年】 【５・６年】

７ ねんどでたしざん ５ くっつけく ９ 曲げ

略略

【合同学習１】

１学期は、粘土を素材として、各学年

４時間の立体分野の時間を設定しまし

た。

略
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年間指導計画の作成■

全体計画の作成後、合同学習を取り上げた年間指導計画を作成し、各学年のねらいをどのようにかかわら

せて指導すればよいかを明確にします。これは、図画工作科における合同学習の年間指導計画です。

（完成した年間指導計画は、42、43頁【資料４】に載せてあります）

図画工作科年間指導計画作成の手順

① ８頁に示した合同学習のＡＢＣ三つのね ② 図画工作科における合同学習のねらいを

らいを、各学年毎に重点化します。 児童の姿に具体化します。

③ 合同学習の題材を決定し、各学年の目 ④ 全校で行う場合の合同学習の共通目標

標や学習内容を明確にします。 を設定します。

⑤ 合同で学習しながら、補充的、発展的な指導を行うための、学年間の関連内容を明確に

します。

図画工作科合同学習年間指導計画 Ａ年度

１・２年 ねらいＢ ３・４年 ねらいＢＣ ５・６年

・材料や道具、作品の違いに関心をもち、他の学 ・材料や道具、作品の違い（よさ）に ・多様な視点から材料、

年の人の行為から多様な表現方法があることに 人の発想や行為のよさを見つけ、自 よさを進んで見つけ

気付き、自分の表現に生かす。

１・２学年
学年間の関連

３・４学年 ５・６学年

月 題材名
学習目標 学習内容 及び発展性 学習目標 学習目標

共通目標

【題材名】 ◎粘土に親し ○粘土が思い ●思いのままに、 ◎粘土を付け ◎粘土を加工

ねんどくっ み、粘土の にあった形 貼ったり囲ん 足しながら していく操

つけ 感触を自分 になるよう だりする。 できる空間 作から、思

６ 〔共通目標〕 の手になじ に工夫しな →活動場所の広 の変化を楽 いついた形

月 粘土の特性 ませるよう がら、特性 さや形状など しもうとす を作品にす

を生かし、 にする。 を十分味わ を生かしなが るようにす るようにす

友達の表現 ◎いろいろな うこと。 ら、貼ったり る。 る。

方法を自分 粘土の形を ○いろいろな 囲んだりする。 ◎粘土の特性 ◎粘土の板づ

に取り入れ つくり、積 形の組みあ ●自分の思いの を生かしな くりや、ど

略略

略

略 略
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２ 新聞紙のもつ特徴

に気付くために、新

聞紙を使って思いつ

いた方法を自在に試

してみる。

２ 中に入ることがで

きる身近な場所を見

付ける。

学習活動モデルプランの具体化■

どの領域や単元で授業するかを決めたら、合同学習を組み入れた学習活動モデルプランを
基にして具体プランを作成します。これは、全体計画の６月教材として設定した「怪獣がやっ
てきた」の学習活動具体プランです。

〈図画工作科学習活動具体プラン 〉
【題材名】 【分野】 【学習主題】 【指導時数】
「かいじゅうがやってきた」 造形遊び 材料や場の活用 全６時間

指 導 学習形 学習活動の流れ ◇ 自 己 決 定 に 関 す る

過程 態 １・２年 ３・４年 ５・６年 配慮事項

時間 ◆その他の配慮事項

単 課題の設定 課題の設定 課題の設定 ◆ 各 学年 の 学習
元 目 標 を 明 確 に

する。

◆ 異 学 年 に よ る
・活動の方向性を見 ・ 活 動の方向性 を見い ・ 活 動の方向性 を見い 学 習 集 団 に つ
い出す 出す 出す なげることを

導 課題の追究１ 課題の追究１ 課題の追究１ 考 慮 し 、 個 性
や 能 力 を よ り
一層重視する。

◇ 合 同学 習 への
目 的意 識 や学

入 習活動へ の目
的 意識 を 明確

・空間を囲む に もた せ るよ
・丸める ・光を当てる うにする。
・つなげる ・風を通す
・囲む ・空間を囲む

課題の追究２ 課題の追究２ 課題の追究２ ◇ 共 通 で 考 え る
課 題 と 、 自 己
の ゴ ー ル の 結
び付けを図る。

◇ 下 学 年 に は 、
上 学 年 の 考 え
や 技 術 に 学 ぶ

展 という意識をも
たせながら、多
様 な 表 現 方 法
があることに気

・テーマに必要なも ・ テ ー マ に 必 要 な 土台 付かせる。
のづくり づくり ・テーマに必要な土 ◇ 上 学 年 に は 、

台づくりと、光や 下 学 年 を 補 助
開 風を生かす工夫 す る だ け で な

く 、多様な視点
課題のまとめ１ 課題のまとめ１ 課題のまとめ１ からよさを進ん

で 見 付 け ら れ
るようにする。

◇ 自 分 の 学 び を
振り返 り 、新た
な目当てをもた
せるようにす
る。

課題のまとめ２ 課題のまとめ２ 課題のまとめ２ ◇他の学年との相
互交流において
気付いたり身に
付けたりした材
料、 道具、作品、
発想や行為のよ

終 さを、自分の表現
方法に生かすた

・ほかのグループの方 ・ほかのグループの方法 ・ほかのグループの方法 めに新たな課題
法で囲ったり、飾った で囲ったり、飾ったり し で囲ったり、飾ったりして にチャレンジさせ
りしてみる。 てみる。 みる。 る。

末 ・新聞紙でできそうな遊 ・新聞紙でできそうな遊 ・新聞紙でできそうな遊び
びを、新たに考える。 びを新たに考える。 を新たに考える。 ◇ 自 己 の 高 ま り
・学級の友達の発想や ・学級の友達の発想や ・学級の友達の発想や を 自 覚 で き る
行為のよさを見付ける。 行為のよさを見付ける。 行為のよ さを見付け 場を設定する。

る。

事

前

学

習

（

２

時

間）

学

級

毎

合

同

学

習

（

２

時

間

）

全

学

年

事

後

学

習

（

２

時

間）

学

級

毎

１ 題材の

ストーリーを知る

１ 題材の

ストーリーを知る

１ 題材の

ストーリーを知る

２ 新聞のもつ特色を

生かして、場所の雰

囲気を変化させる面

白さを楽しむ。

２ 新聞紙のもつ特徴

を生かし、テーマに

合ったものをつくっ

て遊ぶ。

１ 縦 割 り グ ル ー プ 毎 に 、 話 の ス ト ー リ ー か ら つ く り た い も の を

発 想 し 、 テー マ を 決 め る 。

３ 場所から感じた

ことを膨らませ新聞

紙で囲ってみる。

２ 活動場所の広さや

形状などを生かし、

テーマに合ったもの

をつくって遊ぶ。

２ 場所の特徴に加え

て、光や風などの自

然も利用して、テー

マに合ったものをつ

くって遊ぶ。

３ 同 じ グ ル ー プ の 友 達 の 行 為 の よ さ を 見 付 け 、 自 分 の 表 現 に 生

か し な が ら 、 工 夫 し て つ く り 足 し た り 、 つ く り 直 し た り す る 。

４ つ く っ た も の で 遊 ん だ り 、 他 の グ ル ー プ と 交 流 し た り し て 作

品 の よ さ を味 わ う 。

１ 合同学習で身に

付けた表現方法を

生かして、学級で

新しい造形遊びに

挑戦する。

１ 合同学習で身に

付けた表現方法を

生かして、学級で

新しい造形遊びに

挑戦する。

１ 合同学習で身に

付けた表現方法を

生かして、学級で

新しい造形遊びに

挑戦する。



- 12 -

指導案の作成■

一単位時間の指導計画には、自己決定場面と決定する内容やその配慮事項を明記します。

12、13、14頁に、第１・２学年の指導案を紹介します。

第 １ ・ ２ 学 年 図 工 科 学 習 指 導 案
主 題 材 料 や 場 の 工 夫 材 料 ・ 用 具

分 野 造 形 遊 び ・ 新 聞 紙

・ セ ロ ハ ン テ ー プ

題 材 名 「 か い じ ゅ う が や っ て き た 」 ・ ホ チ キ ス

・ は さ み

（ 全 ６ 時 間 ） ・ ひ も

◎ 新 聞 紙 の 特 徴 か ら 、 自 分 の 表 現 方 法 で 遊 ぶ も の を つ く る 楽 し さ を 味 わ う 。

学 習 目 標 ◎ 新 聞 紙 を 丸 め た り 、 つ な げ た り 、 囲 っ た り し て つ く る も の の 形 や 使 い 方 を 試

す 。

◎ つ く っ た も の で 遊 ぶ 楽 し さ を 味 わ う 。

【 第 １ ・ ２ 時 】 学 級 ご と の 事 前 学 習
過 程 展 開 の 概 要 と 予 想 さ れ る 児 童 の 反 応 （ ■ ） 自 己 決 定 と 指 導 上 の 留 意 点 及 び 評

価

意 欲 １ 題 材 の ス ト ー リ ー を 知 る 【 自 己 決 定 １ 】

付 け ・ ス ト ー リ ー を 知 り 、 ど ん な も の

を つ く り た い か 、 ま た 、 ど ん な

力 を 身 に 付 け た い か と い う 目 的

を 明 確 に す る 。

【 学 習 プ リ ン ト に 記 述 】

〈 留 意 点 〉

・ 学 年 の 目 標 を も た せ る と と も に 、

合 同 学 習 で 協 同 し て つ く り 出 す

こ と へ の 意 欲 を も た せ る よ う に

す る 。

発 想 ２ 新 聞 紙 の 特 徴 を 感 じ 取 る ・ 新 聞 紙 と 親 し む 活 動 を 十 分 行 う

構 想 ○ 新 聞 を 使 っ て ど ん な こ と が で き る か 試 し こ と を と お し て 、 新 聞 紙 の 特 徴

て み る に 気 付 か せ る よ う に す る 。

評 価評 価

構 ： テ ー マ か ら イ メ ー ジ を 膨 ら ま

せ て 、 丸 め た り つ な げ た り 囲

っ た り す る な ど し て 、 表 し 方

を 考 え る 。

【 活 動 、つ ぶ や き 】

創 造 ３ 新 聞 紙 の 特 徴 か ら 、 思 い つ い た も の を つ 【 自 己 決 定 ２ 】

な 技 く る ・ 自 分 や 友 達 の 作 品 、 行 為 の 中 か

能 ○ 「 新 聞 ○ ○ 」 に 生 か せ そ う な も の を つ く ら 、 目 的 に 対 す る 見 方 や 考 え 方

る を 広 げ る 。

【 学 習 プ リ ン ト に 記 述 】

評 価評 価

表 ： 新 聞 紙 の 特 徴 を 生 か し て 、 テ

ー マ に 合 う も の を 、 思 い の ま

ま に つ く っ て い る 。

【 活 動 、つ ぶ や き 】

鑑 賞 ４ つ く っ た も の の よ さ や お も し ろ さ を 感 じ

取 る 【 自 己 決 定 ３ 】

○ 丸 め た り 、 つ な げ た り 、 囲 っ た り し た も ・ 自 分 の 学 び を 振 り 返 り 、 新 た な

の を 、 見 合 い 、 丸 め 方 や つ な げ 方 、 囲 み 目 的 を も つ 。

方 の お も し ろ さ な ど を 楽 し む 【 学 習 プ リ ン ト に 記 述 】

〈 留 意 点 〉

・ 多 様 な 表 現 方 法 が あ る こ と に 気

付 か せ る よ う に す る 。

「この町に怪獣がやってきた。でも、この怪

獣は、実は新聞紙に弱い。自分たちを守る

新聞○○をつくろう！」

■新聞で、ぶきをつくろう。

■新聞の服を着たらいいかな。

■どこかを囲ってみようよ。

■セロハンテープでつないでみたら

大きくて丈夫になったみたい。

■丸めたらかたくなったね。

■やぶいたらひらひらするよ。

■つないでかべにしよう。

■丸めてぼうえんきょうをつくろう。

■入り口は、やぶいてつくるよ。

■つつでけんをつくるね。

■紙っていろいろ変化しておもしろいね

■○○くんのつなげかた丈夫になるね。
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【 第 ３ ・ ４ 時 】 全 校 に よ る 合 同 学 習
過 程 展 開 の 概 要 と 予 想 さ れ る 児 童 の 反 応 （ ■ ） 自 己 決 定 と 指 導 上 の 留 意 点

及 び 評 価

意 欲 １ 活 動 の 方 向 性 を 決 め る 【 自 己 決 定 １ 】

付 け ・ 自 分 の め あ て が 達 成 す る よ う に 、

今 日 工 夫 す る こ と を 具 体 化 さ せ

る 。【 図 工 宝 箱 カ ー ド に 記 入 】

〈 留 意 点 〉

・ 自 分 の や り た い こ と と 友 達 の や

り た い こ と を ど う 合 わ せ て い く

か 考 え さ せ る よ う に し 、 協 力 し

て つ く る こ に 意 識 を 向 け さ せ る

よ う に す る 。

・ 自 分 ら し さ を 実 感 さ せ る た め 、

友 達 や 教 師 の 共 感 的 な 言 葉 が け

を 工 夫 す る 。

発 想 ２ テ ー マ に そ っ て 、 お よ そ の 計 画 を 立 て る ・ 各 学 年 の ね ら い を 明 確 に し 、 個

構 想 ○ グ ル ー プ と し て 造 形 遊 び を す る た め に 、 別 に 支 援 し て い く よ う に す る 。

場 所 や 大 き さ 、 分 担 な ど お お よ そ の 計 画

を 立 て る ・ 活 動 の 途 中 で あ っ て も 、 友 達 の

行 為 や 作 品 の よ さ に 気 付 い た と

き は 、 自 分 の 活 動 に 取 り 入 れ る

と 共 に 、 自 分 ら し く ア レ ン ジ す

る よ う 支 援 す る 。

創 造 【 自 己 決 定 ２ 】

的 な ３ 自 分 の ア イ デ ィ ア を 生 か し て 協 力 し て つ ・ 自 分 や 友 達 の 作 品 、 行 為 の 中 か

技 能 く っ て 遊 ぶ ら 、 目 的 に 対 す る 見 方 や 考 え 方

○ 事 前 学 習 で 感 じ 取 っ た 新 聞 紙 の 特 徴 と 、 を 広 げ る 。

自 分 の ア イ デ ィ ア を 生 か し て つ く り た い 【 図 工 宝 箱 カ ー ド に 記 入 】

も の を つ く る

〈 留 意 点 〉

・ つ く る こ と だ け に 没 頭 し て い る

子 に は 、 遊 び な が ら さ ら に ア イ

デ ィ ア を 膨 ら ま せ な が ら つ く る

よ う 声 が け を す る 。

【 自 己 決 定 ３ 】

鑑 賞 ・ 自 分 の 学 び を 振 り 返 り 、 新 た な

４ つ く っ た も の の よ さ や お も し ろ さ を 感 じ 目 的 を も つ 。

取 る 【 図 工 宝 箱 カ ー ド に 記 入 】

○ 自 分 や 他 の グ ル ー プ で つ く っ た も の で 遊 評 価評 価

び 、 よ さ や お も し ろ さ を 伝 え る 鑑 ：【 活 動 、 つ ぶ や き 、 カ ー ド 】

〈 低 〉 い ろ い ろ な 表 し 方 の 違 い に

気 付 き 、 自 分 ら し さ を 感 じ

る 。

〈 中 〉 いろいろな表し方や材料の組み

合わせによる感じ方の違いに気

付く 。

〈 高 〉 作品の意図を想像したり、他の作品

と見比べたりしながら見ようとし

ている。

■自分たちを守る建物をつくろうよ。

■新聞で戦えるものをつくろう。

■怪獣と戦うロボットはどうだろう。

■ドーム型にして、中は天国みたいにし

らいいんじゃない。

グループ毎に、テーマを決めて、怪獣から自分

たちを守る「新聞○○」をつくろう！

■どこに基地をつくろうか。

■建物の中には何があったらいいかな。

■仕事を分担しようよ。

■みんなの考えたものを合わせたらいい

じゃない。

■新聞で囲むときは、ひもも使うといいよ

■丈夫に囲むために、新聞をたくさん使

う。

■ぼくは、新聞をたくさん丸めるから、い

ろいろなところに使っていいよ。

■私のつくった筒と○○ちゃんのつくっ

ものを合わせたらどうなるかな。

■○○グループは、光がたくさん当たって

明るくできているね。

■ここはだれがつくったの。かっこいいね。

■見て。ぼくが自分で気に入ってるのはこ

こだよ。丸めるの大変だったけど、がん

ばったよ。
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【 第 ５ ・ ６ 時 】 学 級 ご と の 事 後 学 習
過 程 展 開 の 概 要 と 予 想 さ れ る 児 童 の 反 応 （ ■ ） 自 己 決 定 と 指 導 上 の 留 意 点

及 び 評 価

意 欲 １ 本 時 の 学 習 内 容 を 知 る 【 自 己 決 定 １ 】

付 け ・ 自 分 の め あ て を 達 成 す る た め に 、

本 時 に 自 分 が 工 夫 す る こ と を 具

体 化 さ せ る 。

【 図 工 宝 箱 カ ー ド に 記 述 】

○ 感 じ 取 っ た 新 聞 紙 の 特 徴 か ら 、 他 に ど ん 〈 留 意 点 〉

な 新 聞 遊 び が で き そ う か 考 え る ・ 自 分 な り の 方 法 を 使 っ た り 、 新

た な 方 法 を 試 し た り で き る よ う

に 、 選 択 幅 を 拡 大 す る 。（ 材 料 、

活 動 場 所 ）

・ 合 同 学 習 で 新 し く 学 ん だ 表 現 方

法 を 試 す よ う 声 が け を す る 。

・ 自 分 ら し さ を 実 感 さ せ る た め に 、

発 想 ２ 新 聞 紙 の 特 徴 か ら 発 想 を 広 げ る 友 達 や 教 師 の 共 感 的 な 言 葉 が け

構 想 ○ 合 同 学 習 で の 友 達 や 他 の グ ル ー プ の 作 品 を 工 夫 す る 。

や 行 為 か ら 学 ん だ 新 し い 表 現 方 法 の 中 か

ら 、 自 分 の つ く り た い も の に 生 か す 方 法 評 価評 価

を 選 ん で 考 え る 構 ： 新 し い 表 現 方 法 を 生 か し て 、

つ く り た い も の を 考 え て い る 。

【 活 動 、 つ ぶ や き 】

創 造 ３ 新 し い 表 現 方 法 を 取 り 入 れ て 、 思 い つ い 【 自 己 決 定 ２ 】

的 な た も の を つ く る ・ 自 分 や 友 達 の 作 品 や 行 為 の 中 か

技 能 ○ 合 同 学 習 で 友 達 や 他 の グ ル ー プ の 作 品 や ら 、 目 的 に 対 す る 見 方 や 考 え 方

行 為 か ら 新 し く 知 っ た 表 現 方 法 を 活 用 し を 広 げ る 。

て 、 新 た な 遊 び を 考 え て つ く る 【 図 工 宝 箱 カ ー ド に 記 述 】

評 価評 価

表 ： 多 様 な 表 現 方 法 を つ か っ て 、

思 い つ い た も の を つ く っ て い

る 。

【 活 動 、つ ぶ や き 】

４ つ く っ た も の の よ さ や お も し ろ さ を 感 じ 【 自 己 決 定 ３ 】

取 る ・ 自 分 の 学 び を 振 り 返 り 、 新 た な

○ 学 級 の 友 達 の 作 品 や 行 為 の よ さ を 感 じ 取 目 的 を も っ た り 、 そ れ を 他 に 発

っ た り 、 自 分 で 工 夫 し た こ と を 、 他 の 学 信 し よ う と し た り す る 。

鑑 賞 年 の 友 達 に 伝 え た り す る 【 図 工 宝 箱 カ ー ド に 記 述 】

〈 留 意 点 〉

・ 自 分 ら し さ を 認 識 さ せ る よ う に

す る 。

ぼく（たち）・私（たち）の新聞紙あそびを

しょうかいしよう。

■お化け屋敷をつくりたいなあ。

■いろんなところを囲ってみたいな。

■どんどん敷いて広くしたいなあ。

■新聞の山に埋もれたいなあ。

■細く切って入り口をひらひらさせよう。

■遊具を新聞で囲ったら、秘密の部屋が

きそうだね。

■ガムテープでつないで、丈夫にしよう。

■ちぎった新聞紙を段ボールに入れよう。

■火の玉は、かたく丸めたり柔らかく丸めた

りしよう。

■囲ったところにあなを開けると光が入て明

るくなるね。

■どんどん敷いて広くしよう。友達全員入れ

るかなあ。

■○年生の○○くんのアイディアでやった

ら、おもしろいものができたよ。教えた

いなあ。
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こんなことがんばるよ！

自己決定に活用する学習プリント例 （図画工作科で使用した自己決定カード）■

図工宝箱カード

年

○ ○

月 日

今日のめあて やったこと

今日のＧＯＯＤ！ お知らせします！

題材名を記入しま

す。

自己決定１

「こんなことがんばるよ」

で決めた自分のがんばること

を達成させるために今日する

ことを具体的にさせます。

自己決定３（１）

活動を振り返るために、自

分がやったことを明確にさせ

ます。

自己決定２

鑑賞の時に、自分や友達の作品や

行為のよさを見つけさせます。

自己決定３（２）

自分の目当ての振り返りや、次

時につながる新たな目的の設定、

自分の作品や行為のアピールをさ

せます。

単元を通しての目的を明確にさせます。

（例）・アイディアをたくさん出す。

・友達のよいところをたくさん見つけ

る。

・みんなで楽しんでつくる。
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集合学習を組み入れた学習活動モデルプラン

学習形態 学習活動の流れと教師のサポート指導過程

〈課題の設定〉《単元》

導入 事前の分習１ 課題に対する目的意識を明確にする 単元指導計画や

一単位時間の目（各学校毎） ①教科の目標に対する共通の課題設定

標を明確にする。②学習に対する自己のゴール像の設定

〈課題の探究１〉情報機器等

展開 事前の分習２ 課題解決に向けて自己の学びを展開するを利用して

①教科の課題解決に向けての思考（各学校毎） 他校の児童

②自己の学び方の確立と間接的に

交流させる。

〈課題の探究２〉

集団思考による課題解決 他校の児童個々

の目的を多面的①他校の児童の考えと相互交流、相互思考

にとらえさせ、することによって、ものの見方や考え方

自己の学びに活を広げたり深めたりする。

全習 用させる。②多様なものの見方や考え方を自分なり

に整理し、新しい考え方を見いだす。（集合学習）

形態１

または 〈課題のまとめ１〉 新しい発想を生

形態２ 集団思考による課題のまとめ み出すような学

び合いを行わせ広げたり深めたりした考えを自分の学び

るために、学びに生かし、これまでの自己の学び方を修

の視点を明確に正する。

させる。

終末 事後の分習

〈課題のまとめ２〉（各学校毎）

学びの振り返りを生かした課題のまとめ

①全習で修正した自己の学びを振り返り、

自分をより高めるために、新たな目的学ぶ意欲を持続

をもつ。させるために、

②高まった自己の姿や新たな目的へのか全習後も他校の

かわり方について他校の児童に発信し、児童との交流を

常に自己の学びを学び直す。継続させる。

注） 活動 活動の流れ 教師のサポート

２ 学びの場を学級・学校外へと広げた学習活動モデルプラン２の実践紹介■

集合学習を組み入れた学習活動モデルプラン■

〈指導上の配慮事項〉

単元の指導計画や一単位時間の目標を

明確にすることが、共に学ぶ学習活動を組

み入れる上で大変重要になります。

さらに、児童にとって集合して行う学習

（全習）のみが多様な考えに触れ合える機

会ととらえるのではなく、各学校における学

習活動（分習）においても、Ｗｅｂペ－ジやｅ

メ－ルなど情報手段を使用して、間接的に

交流できるようにしたり、事前の分習や事

後の分習全てにおいて共に学ぶ意識を高

めさせたりすることが大切になります。

全習である集合学習を、複数回実施でき

る場合には、ねらいを明確にして、どの段

階に、どんな活動を行わせるか考えた上

で、モデルプランにプラスして全習を組み

入れるよう配慮します。

集合学習は、多人数による学び合いの

回数を重ね経験を積み重ねる毎に、主体

的に学ぶ力の育成に効果を来すものという

考えに立ち、年間指導計画を工夫・改善す

ることを大切にします。

なお、集合学習を行うに当たっては、学校間の連携も重要になります。配慮事項は以下に示します。

〈学校間連携上の配慮事項〉

集合学習を行う上では、学校が離れていることから、指導者同士が共通理解するまでに時間がかかる

ことや指導分担が難しいこと、打ち合わせの時間や日程の取り方が難しいという問題があります。

また、学習環境が異なることから、カリキュラムを編成することの難しさや事前・事後の学習に統一性を

もたせることが難しいという問題があります。これらの問題点を解決するための一つの方法としては、学校

間のネットワークづくりが考えられます。育てたい児童像を共有し、学校間の教師指導体制を整えたり、学

習過程を共有したりして、主体的に学ぶ児童を協働で育成するという意識を高めることが大切です。
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集合学習を組み入れた学習活動モデルプランを活用する場合の配慮事項■

集合学習を組み入れた学習活動モデルプラン

学習形態 学習活動の流れと教師のサポート指導過 程

〈課題の設定〉《 単元 》

導入 事前の分習１ 課題に対する目的意識を明確にする 単元指導計画や

一単位時間の目（各学校毎） ①教科の目標に対する共通の課題設定

標を明確にする。②学習に対する自己のゴール像の設定

〈課題の探究１〉情報機器等

展開 事前の分習２ 課題解決に向けて自己の学びを展開するを利用して

①教科の課題解決に向けての思考（各学校毎） 他校の児童

②自己の学び方の確立と間接的に

交流させる。

〈課題の探究２〉

集団思考による課題解決 他校の児童個々

の目的を多面的①他校の児童の考えと相互交流、相互思考

にとらえさせ、することによって、ものの見方や考え方

自己の学びに活を広げたり深めたりする。

全習 用させる。②多様なものの見方や考え方を自分なり

に整理し、新しい考え方を見いだす。（集合学習）

形態１

または 〈課題のまとめ１〉 新しい発想を生

形態２ 集団思考による課題のまとめ み出すような学

び合いを行わせ広げたり深めたりした考えを自分の学び

るために、学びに生かし、これまでの自己の学び方を修

の視点を明確に正する。

させる。

終末 事後の分習

〈課題のまとめ２〉（各学校毎）

学びの振り返りを生かした課題のまとめ

①全習で修正した自己の学びを振り返り、

自分をより高めるために、新たな目的学ぶ意欲を持続

をもつ。させるために、

②高まった自己の姿や新たな目的へのか全習後も他校の

かわり方について他校の児童に発信し、児童との交流を

常に自己の学びを学び直す。継続させる。

注） 活動 活動の流れ 教師のサポート

単元全体の見通しをもって共通の課

題を設定させるために、単元指導計画

だけでなく、一単位時間毎の打ち合わ

せが必要です。

多人数になったからといって、多様な考えに触

れる機会が増えることだけが、集合学習のよさと

してとらえるのではなく、他校の児童と同じ考え

だということを知り、普段は味わえない自分の考

えのよさに気付かせることも大切です。

パソコン等を使用し

た電子メール等のやり

とりができない場合で

も、ＦＡＸなどで各校

の児童の考えを交流さ

せるように工夫しま

す。

児童の実態や指導

者の考えによって、

学年別で学習させる

か、普段の学習形態

と同じように複式形

態のよさを生かして

学習させるか、目的

を明確にして形態を

考えるようにしま

す。

全習後も、自分や自分たちの学級の学

びを他校の児童に発信しようという思い

を持続させるためには、教師の意図的な

働きかけが必要です。常に高め合おうと

する意識をもたせるための支援を考えま

す。

他校の指導者との学習は、児童にとってかなり刺

激のあるものであることから、一人一人の教師の持

ち味を生かした指導法で授業を進めることが、児童

の主体性を伸ばすことに大きくかかわってきます。

特にも、児童のよさを他校の指導者に認められた

ときの気持ちは、格別なものであると思われるので

担任教師と連携してよさをほめ伸ばすような場を意

図的に設定するようにします。

課題のまとめの段

階においては、特に

他校の児童との横の

つながりをもたせる

ことが大切です。児

童は、かかわり合う

人数が増えても教師

に頼ろうとしがちで

すので、学び合い方

も指導する必要があ

ります。
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共通の児童像（ねらい）
学習の目的を明確にし、その目的を認め合い、補い合いながら主体的に課題に

取り 組む

多様な考えに進んでかかわるための視点を明確にし、自分や友達の考えのよさ

を進んで見付け伝える

自己をより高めるために、かかわった考えを生かして自分の学びを修正した

り、新たな目的をもったりする。

Ａ校の学校目標から Ｂ校の学校目標から

・基礎・基本を身に付け、学び方が分かる子 ・基礎・基本を身に付け、進んで考えようと

・自分の考えをもち、はっきりと発表する子 する子

・課題を見付け、意欲的に学習する子 ・自学自習の学び方を身に付けた子

児童の実態 児童の実態

ねらいの設定■

集合学習を実際に行う場合は、まず、ねらいを明確にすることが大切です。その場合、各学校の児童の実

態に応じて設定しますが、共通して培いたい力を明確にして協働でねらいを達成させることが大切です。

この研究で行った授業実践例の対象児童は、Ｂ校の５年生３名、６年生４名（複式学級）と、Ａ校の５年生３

名、６年生４名（複式学級）の計14名です。これまでに集合学習を行ってきてはいませんが、平成11年度から

年１回、交流会を行っています。活動の内容は、縦割りのグループによる野外炊飯と、レクリエーションです。

事前や事後の活動も含め、子ども達が交流できる場を多く設定した実践を積み重ねてきています。

主体的に学ぶ力に関する児童の実態は、担任教師から事前調査した結果、合同学習と同様「一つの意見

がでると、それで満足してしまい、もっとよい考えはないか、他にも方法はないかなどと考えようとする意欲に

欠ける。」「個人差が大きく、学級としてなかなか主体性が育たない。」「間違えていた場合、なぜ間違えていた

のか、もう一度自分でよく考えてみようという意欲に欠ける。」「意欲のある児童でも、学習の進め方や方法が

まだ十分身に付いていない。」ことが挙げられました。

これらの児童の実態と各校の学校目標を考え合わせ、集合学習のねらいを以下に示した三点に設定しまし

た。そして、このねらいを、どの教科で、どの時期に実現させるか検討しました。

検討した結果、このねらいは、算数科で具体化することにしました。
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年間指導計画の作成■

集合学習のねらいとして設定したＡＢＣ三つのねらいを、教科で達成させるために、各教科毎の指導構想を

立てます。そして、それぞれの学年がどの時期にどの領域や単元で他校と協働で学習を進めればよいかを明

確にすることで、年間の見通しをもって指導できるようにします。これは、算数科第５・６学年用に作成した集合

学習を組み入れた年間指導計画です。

算数科第５・６学年 集合学習を組み入れた年間指導計画 （使用教科書：東京書籍）

学期
月

単 元 名 （単元の時数）
指導類型

時数 第５学年 第６学年

１．小数と整数のしくみ （９） １．倍数と約数 （７） ｂ

４ ＊ ブロック遊び

１ ２．小数のかけ算とわり算 （13） ２．がい数の計算 （２） ｂ

学 ４．平均 （７） ｄ

期 ５ ＊ 一筆がき （１）

集合学習単元

５１ ４．分数のたし算とひき算 （６） ３．分数のたし算とひき算 （９） ａ

時

間 ６ ６．計算のきまり （３） ｂ

３．垂直・平行と四角形 ５．単位量あたりの大きさ ｄ

７

８ 集合学習単元

９ ７．小数のかけ算 （11） ６．分数のかけ算とわり算 （11） ａ

８．小数のわり算 (11） ７．分数のかけ算とわり算 （12） ａ

＊ ブロック遊び （１）

２ 10 ５．偶数と奇数 （２） ８．およその面積 （２） ｄ

学 ＊ タングラム （１） ＊ 紙を切って （１）

期 ＊ どんな計算になるのかな？ （ １） ＊ どんな計算になるのかな （１）

＊ きまりに見つけて （１） ＊ 全体を１とみて （１）

11 ９．図形の角 （５） 11.比 （８） ｄ

６０ 10. がい数の計算 （２）

時 ＊ きまりに目をつけて (１）

間 11.平行四辺形と三角形の面積 (12) ９．直方体と立方体 （13） ｄ

＊ 算数を使って予想しよう （２）

12 12.分数と小数 （５）

＊ 四角形のしきつめ （１） ＊ 順序よく考えて （１）

＊ 物の値段大調査 （２）

３ １ 13.百分率とグラフ （12） 12. 比例 （10） ｄ

学

期 ２ 14.円周と円周率 （13） 10. 体積のはかり方と表し方 （11） ｂ

＊ ものさしを見つけよう （２）

３９ ＊ 給食大調査 （２） ● 算数卒業旅行 （６）

時 ３ ＊ ５年のふくしゅう （４） ● 算数のまとめ （９）

間

①単元配列

学年の単元を配列する場合

は、複式指導する学年間の学習

内容の関連性を考えて、できる

だけ同領域を、また、共通の目

標を設定できる単元どうしを合

わせるように設定する。

②指導類型

ａ－共通目標設定型（同領域）

ｂ－学年別目標設定型（同領域）

ｃ－共通目標設定型（異領域）

ｄ－学年別目標設定型（異領域）

③集合学習単元

同領域で、共通目標設

定型で指導できる単元を

組み合わせる。
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単元指導計画の作成■

年間指導計画の作成後、集合学習を組み入れる単元の指導計画を作成し、各学年のねらいをどのように

かかわらせて指導すればよいかを明確にします。これは、集合学習を組み入れた算数科の単元指導計画で

す。

集合学習を組み入れた単元指導計画

第５学年 （６時間） 第６学年（９時間）

指導類型ａ （領域：数と計算）

共通目標 学習内容にかかわって：分数のたし算とひき算の仕方を理解し、その計算ができる。

学び方にかかわって：他校の児童の考えと自分の考えを進んでかかわらせる。

学習活動 目標と集合学習のねらいの重点 分・全 小単 小単 分・全 目標と集合学習のねらいの重点 学習活動

・単元全体を見通した学習 ○分数の既習の内容を振り返るとと 分 分数 分 分 ○分数の既習の内容を振り返るとと ・単元全体を見通した学習

計画づくりをする。 もに、分数の学習に対する課題を の 数 もに、分数の学習に対する課題を 計画づくりをする。

明確にする。 Ａ たし の 明確にする。 Ａ

・ ＋ の計算のし ○同分母の真分数同士の加法計算の 全 算と た 全 ○異分母分数の加法計算の考え方を ・ と等しい分数を

かたを考える。 しかたを理解し、その計算ができる。 ひき し 理解する。 考える中で、分母の等しい分

ＢＣ 算 算 ＢＣ 数を見つけて足し算をする。

・ －の計算の ○同分母分数の減法計算のしかたを 分 と 分 ○分数を分母と分子に分けて、同数 ・ と等 しい

しかたを考える。 理解し、その計算ができる。 ひ を乗除しても、分数の大きさは変化 分数の作り方を考える。

ＡＢ しないことを理解する。 ＡＢ

・ を全体 ○真分数の相等関係を理解する。 大き き ○通分の関係を理解する。 ・ と の 分 数 の

とみた図に色を塗って表した 分 さの 算 分 ○異分母分数の減法のしかたを理解 大

り、数直線を使って大きさの 等し する。 きさの比べ方

等しい分数をさがす。 い分 を 考える。

ＡＢＣ 数 ＡＢＣ ・「通分」の意味を知る。

・ － の計算のし

かたを考える。

・数直線をもとにして分数の ○分母が同じ分数の大小比較のしか 全 全 ○約分の意味と方法を理解する。 ・＋の計算をとおして簡単な

大小を比べる たを理解する。 分数にするしかたを考える。

ＡＢＣ ＡＢＣ

・自分の課題に立ち返り、 ○学習内容の理解を確認する。 ま ○３口の計算のしかたを理解する。 ・「約分」の用語の意味を知

学習内容を補充、発展させ 分 と 分 り３口の計算のしかたを考え

る。 ＡＣ め ＡＢＣ る。

○学習内容の理解を確認する。 ・自分の課題に立ち返り、

ま 分 ＡＢＣ 学習内容を補充、発展する。

計算のきまり（３時間） と ○外的な学習活動をとおして学習内 ・〔やってみよう〕分数カード

め 分 容の理解を深め、興味を広げる。Ｃ ゲームに取り組む。

分 ○学習内容の理解を確認する。 ・「たしかめよう」に取り組

ＡＣ む。

4
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①集合学習の設定場面

分習：各学校毎の学習

全習：集合学習

②集合学習のねらい

三つのねらいのう

ちどのねらいを重点

にするか明示しま

す。

③共通目標

学習内容と学び方の

両面から設定します。
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学習活動モデルプランの具体化■

どの領域や単元で授業するかを決めたら、集合学習を組み入れた学習活動モデルプランを

基にして具体プランを作成します。これは、年間指導計画の５～６月教材として設定した第５

学年「分数のたし算とひき算」第６学年「分数のたし算とひき算」の学習活動具体プランです。

〈算数科の学習活動具体プラン〉
【単元名】 第５学年 「分数のたし算とひき算」 【領域】 【指導時数】

第６学年 「分数のたし算とひき算」 数と計算 ５学年（６時間） ６学年（９時間）
指導 学習形態 学 習 活 動 の 流 れ ◇自己決定に関する配慮事項
過程 時 間 第５学年 第６学年 ◆その他の配慮事項

課題の設定 課題の設定 ◇共通目標を設定するときは、
１ 分数学習の目当てを明確にする １ 分数学習の目当てを明確にする 学校相互の情報交換を密に

〈分習１〉 し、児童にともに学ぶ土台作
導 りをする。

各学校毎 ◇情報機器等を使って、児童の
課題の追究１ 課題の追究１ 考えを交流させる。

入 ◆複式指導のよさを生かし、２
個学年ペアで既習事項を想
起させることで、混同していた

３ 単元の学習計画を立てる ３ 単元の学習計画を立てる 分数の知識を、学年毎に分類
整理させる。

課題の追究２ 課題の追究２ ◇他校の児童相互の目当てを
多面的にとらえられるように

〈全習１〉 する。
◇導入と終末は複式指導のよさ

集合学習 ２同分母の真分数 ２異分母分数の加 を生かして、展開は、学年別
同士の加法計算 法計算の仕方を 指導のよさを生かして展開す
の仕方を考える 考える る。

◇学年別指導時は、教室をに別
にして行う。

課題の追究３ 課題の追究３ ◇学校毎の学習内容を交流し
展 １ 自分の目当てを明確にする １ 自分の目当てを明確にする 合い、集合学習のときに、何

〈分習２〉 ２ 同分母の真分数同士の減法計 ２ 等しい分数の作り方を考える を学び合いたいか、目的をもた
各学校毎 算の仕方を考える せるようにする。

◆導入と終末は、共通に指導
し、学年間の学習内容に関連
性を見いださせる。

課題の追究４ 課題の追究４ ◇学校毎の学習内容を交流し
１ 自分の目当てを明確にする １ 自分の目当てを明確にする 合い、集合学習のときに、何

〈分習３〉 ２ 数直線などを使って大きさの等し ２ 大きさ比べや通分仕方を知り、 を学び合いたいか目当てをもた
各学校毎 い分数を探す 減法計算の仕方を考える せるようにする。

開 ◆導入と終末は、共通に指導
し、学年間の学習内容に関連
性を見いださせる。

課題の追究５ 課題の追究５ ◇他校の児童相互の目当てを
多面的にとらえ、学びの高ま

〈全習２〉 りを共有し合えるようにする。
終 ◇導入と終末は複式指導のよさ

集合学習 ２分母が同じ分数 ２約分の意味と方 を生かして、展開は、学年別
の大小比較の仕 法を考える 指導のよさを生かして展開す

末 方を考える る。
◇学年別指導も、同じ教室で行
う。

〈分習４〉課題のまとめ 課題の追究６ ◇全習後も、自分や自分たちの
各学校毎 １ 自分の目当てを明確にする １ 自分の目当てを明確にする 学級の学びの高まりを他校の

２ 自分の学習定着状況を振り返り ２ ３口の計算の仕方を考える。 児童に発信しようという思いを
補充、発展させる ３ 他校の児童に、自分たちの考えを もたせ続けるように、働きかけ

伝える る。
課題のまとめ１ ◆課題のまとめから、児童へ目
１ 自分の目当てを明確にする 当てのもたせるときは、これま

５学年 ２ 自分の学習定着状況を振り返り での学習の定着状況を自分
次単元 補充、発展させる で振り返らせ、自分に必要な
各学校毎 〈計算のきまり ３時間〉 課題のまとめ２ 学習が何か自己決定させるこ

１ 自分の目当てを明確にする とによって、目当てを明確にさ
６学年 ２ 分数カードゲームで学習内容を深 せたり、広げさせたりする。
〈分習 める
５～７〉 課題のまとめ３
各学校毎 １ 自分の目当てを明確にする

２ 復習をする

共通目標 ： 「分数のたし算とひき算」の達人になろう

２ ２学年ペアになり、既習の分数学習を想起する

複式形態

単式形態 単式形態

複式形態 ３お互いの考えを交流し合い、考えのよさを共有する

複式形態

複式形態

単式形態 単式形態

１お互いの学習に対する目的を理解し合う

３お互いの考えを交流し合い、考えのよさを共有する

１お互いの学習に対する目当てを理解し合う

３ 他校の児童に、自分たちの考えを伝える

３ 他校の児童に、自分たちの考えを伝える
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指導案の作成■

一単位時間の指導計画には、自己決定場面と決定する内容やその配慮事項を明記します。以下に示す指導案は、第５学年「分数のたし算と

ひき算」第６学年「分数のたし算とひき算」の第１時と、単元中２度行ったの集合学習の指導案です。

【目標】（第１時）〈分習①〉

分数の既習の内容を振り返るとともに、分数の学習に対する課題を明確にする。両学年共通

【展開案】◆各校ごとの支援

第５学年 第６学年

支援（◇）と評価（◎） 自己決定の場 学習活動 過程 形態 過程 学習活動 自己決定の場 支援（◇）と評価（◎）

◇分数について知ってい １ 分数についての既習事 １ 分数についての既習事 ◇分数についての既習事

ることを自由に話し合 項を想起する。 項を想起する。 項を幅広く振り返らせる

わせることによって、 ことによって、分数の表

分数の表し方やその し 方について興味・関心

意味についての興味・ をもたせるとともに、学

関心を高めさせる。 年相互の学習内容の関

◇分数について協働で ・ は、１ｍを５等分し ・真分数、帯分数、仮分数 連性について気づかせ

話し合わせることを た４こ分の長さのことをいう 共 ・分母が同じであれば、分子 る。

とおして、これまでの ・１ lを５等分した４こ分 の数で大きさが比べられる ◇分数について協働で話

学年の学習内容を明 を l という 導 通 導 ・分母が同じであれば、たし算 し合わせることをとおし

確にさせる。 やひき算が出来る て、これまでの学年の（

・分数を、面積図や数直線に 学習内容を明確にさせ

直 表すことができる る。

入 接 入

指 ２ 単元全体を見通した課題

【自己決定②】 ２ 単元全体を見通した課 導 をたてる。 【自己決定②】

自分と友達の考 題をたてる。

）

自分と友達の考

えの接点を明確 えの接点を明確

にする。 にする。

（異学年学習） （異学年学習）

4
5

4
5

〈課題〉分数のたし算やひき算の学習計画を立て

ましょう。

〈問題〉これまでの分数学習を振り返り、こ

れからどんな学習をしたいか考えましょう。
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◇学習計画を立てさせる 【自己決定②】 ３ 単元全体を見通した学習 ３ 単元全体を見通した学習 【自己決定②】 ◇学習計画を立てさせる

ときは、単元全体に目 自分と友達の考 計画づくりをする。 計画づくりをする。 自分と友達の考 ときは、単元全体に目

を向けさせると共に、 えの接点を明確 ・自分たちがつくった分数 ・自分たちがつくった分数 えの接点を明確 を向けさせると共に、単

単元の学習後、自分 にする。 計算の仲間分けをするこ 間 直 計算の仲間分けをするこ にする。 元の学習後、自分の学

の学びにどんなプラス （同学年学習） とをとおして、今後の学習 接 接 とをとおして、今後の学習 （同学年学習） びにどんなプラスになる

になることがあるか、 の見通しをもつ。 指 指 の見通しをもつ。 ことがあるか、自分のゴ

自分のゴール像も見 導 導 ール像も見通させるよう

通させるようにする。 展 展 にする。

◇児童の実態によって ◇異分母分数のたし算や

は、真分数同士以外 ひき算をするためにど

の計算も発展的な問 んなことができるように

題として計画に取り入 なればよいか考えさせ

れるようにする。 開 開 て、単元全体の見通し

をもたせるようにする。

◎児童の活動の様子 ◎児童の活動の様子

・５年生の計画づくりに参加す ◇５年生の計画づくりに

る。 参加することによって、

共 ６年生の学習内容との

通 関連を図る。

◇学年相互に関連させ ４ 課題をまとめる。 ４ 課題をまとめる。 ◇学年相互に関連させた

たまとめを行い、学習 まとめを行い、学習の

の関連性に気づかせ 関連性に気づかせる。

る。

◎学習プリント 【自己決定①】 ５ 学習を振り返り、次時の 共 ５ 学習を振り返り、次時の 【自己決定①】 ◎学習プリント

◎発言 問題場面で知り 目標を明確にする。 通 目標を明確にする。 問題場面で知り ◎発言

◇学年を超えて相互評 たいと思ったこと 終
（
終 たいと思ったこと ◇学年を超えて相互評価

価させることによって、 を、自分の中に 直 を、自分の中に させることによって、共

共に高まる喜びを味わ 意味づける。 接 意味づける。 に高まる喜びを味わわ

わせるようにする。 自己決定カード 末 指 末 自己決定カード せるようにする。

に記入 導 に記入

）

□同分母分数のたし算とひき算

１真分数同士

２真分数、仮分数、帯分数の混

じった計算

（たし算）

①真分数＋仮分数

②真分数＋帯分数

③仮分数＋帯分数

（ひき算）

①仮分数－真分数

②帯分数－真分数

③仮分数－帯分数（逆も）

□分数の大きさの比べ方

□異分母分数のたし算とひき算

１同じ大きさの分数の見つけ方

２分母の違う分数の比べ方

３たし算やひき算の練習

〈今後の目標〉学年の学習の間に何か関連性

があるか考えていこう。
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【目標】（第２時）〈集合学習①〉

５ 学 年 同分母の真分数同士の加法計算のしかたを理解し、その計算ができる。

６ 学 年 異分母分数の加法計算の考え方を理解する。

【展開案】◆各校ごとの支援

第５学年 第６学年

支援（◇）と評価（◎） 自己決定の場 学習活動と発問 過程 形態 過程 学習活動と発問 自己決定の場 支援（◇）と評価（◎）

◇学習計画から本時の ・学習のしかた １ 学習課題を確認する。 １ 学習課題を確認する。 ・学習のしかた ◇学習計画から本時の課

課題を確認させる。 を確認する。 Ｔ１ を確認する。 題を確認させる。

共

通

導 導 導

入 入 入

２ 本時の問題をつくる。 ２ 本時の問題を把握する。

５分

◇他の児童の目的を多 Ｔ Ｔ ◇他の児童の目的を多面

面的に受容し合わせ、 １ ２ 的に受容し合わせ、自

自分の学びに生かす 分の学びに生かすこと

ことができるように支 ３ 解決の見通しをもつ。 学 学 ３ 解決の見通しをもつ。 ができるように支援す

援する。 ・今まで習ったどんな考え方を使えば解決できそうか 年 年 ・今まで習ったどんな考え方を使えば解決できそうか る。

考える。 別 別 考える。

指 指

【自己決定①】 導 導 【自己決定①】

目的を明確にす 目的を明確にす

る。 る。

・本時の課題解 ・本時の課題解

決の見通し 決の見通し

自己決定カード 自己決定カード

に記入 に記入

①もとになる分数の

いくつ分かで考え

る。

②面積図を使って考

える。

③数直線を使って考

える。

分 母 が 同 じ 分 数 の た

し 算 の し か た を 考 え

よ う 。

児 童 の つ く っ た 問 題

分 母 の 数 を 同 じ に す

る 方 法 を 考 え よ う 。

①数直線を使って考

える。

②面積図を使って考

える。

と の 分 母 を 同 じ に す

る 方 法 を 考 え よ う

1
2

1
3
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◎学習プリント ４ 課題を解決する①（個人） ４ 課題を解決する①（個人） ◎学習プリント

５ 課題を解決する②（集団）

◎発言 【自己決定②】他 ５ 課題を解決する②（集団） 学 学 ・それぞれの考えを発表する 【自己決定②】 ◎発言

◇自分の考えと同じ考え の考えから、も ・それぞれの考えを発表する 年 年 ・友達の考えのよさを見つける 他の考えから、 ◇自分の考えと同じ考え

を探し、自信をもたせ のの見方や考え ・友達の考えのよさを見つける 別 別 ・それぞれの考えをつなげる ものの見方や考 を探し、自信をもたせた

たり、自分と異なる考 方を広げる。 ・それぞれの考えをつなげる 指 指 ・友達の考えを自分に生かす え方を広げる。 り、自分と異なる考えか

えから、自分の考えに ・友達の考えの ・友達の考えを自分に生かす 導 導 ・友達の考えの ら、自分の考えに生か

生かしたり、新しい考 よいところ見 ６ 課題をまとめる。 よいところ見 したり、新しい考え方を

え方を見つけさせるよ つけ、自分に ６ 課題をまとめる。 つけ、自分に 見つけさせるようにす

うにする。 生かす。 生かす。 る。

自己決定カード 自己決定カード

に記入 に記入

◇児童がつくった計算 ７ 練習問題を解く。

式を使って練習させる ・真分数＋真分数

ことにより、意欲を高 （真分数以外の児童の作成した ７ 練習問題を解く。 ◇数直線を使って解ける

める。 計算は、発展的な問題として解 ・真分数＋真分数 練習問題に挑戦させ

く。） 30 分 る。

◇各学年の学習内容の ８ 学習内容の関連性を見 ８ 学習内容の関連性を見 ◇各学年の学習内容の関

関連を図る。 つける。 つける。 連を図る。

【自己決定③】 ９ 自己評価、相互評価す Ｔ１ ９ 自己評価、相互評価す 【自己決定③】

学び直しを図り、 る。 共 る。 学び直しを図り、

新たな目的をも ・評価カードに記入する。 通 ・評価カードに記入する。 新たな目的をも

つ ・発表する。 終 ・発表する。 つ

末

自己決定カード 10 次時の学習課題を確認 10 次時の学習課題を確認 自己決定カード

に記入 する。 10分 する。 に記入

分母が同じ分数のた

し算では、分母はその

ままにして、分子だけ

たします。

数直線を使うと、簡

単に同じ大きさの分数

を見つけられる。

分母の数を同じにす

ると、５年生で学習し

た考えを使って、たし

算できる。

分数のたし算は、分母の数が同じであれば、もとになる分

数のいくつ分と考えて、整数のたし算の考え方を使える。
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【目標】（第３時）〈分習②〉

５ 学 年 同分母分数の減法計算（減数及び差が真分数の場合）のしかたを理解し、その計算ができる。

６ 学 年 分数の分母と分子に同じ数をかけても、同じ数でわっても、分数の大きさは変わらないことを理解する。

【展開案】◆各校ごとの支援

第５学年 第６学年

支援（◇）と評価（◎） 自己決定の場 学習活動と発問 過程 形態 過程 学習活動と発問 自己決定の場 支援（◇）と評価（◎）

◇学習計画から本時の ・学習のしかた １ 課題を確認する。 １ 課題を確認する。 ・学習のしかた ◇前時の学習から、数直

課題を確認させる。 を確認する。 を確認する。 線や面積図を使わなく

共 ても大きさの等しい分数

通 を見つける方法はない

導 導 導 か考えさせる。

入 入 入

◇大きさの等しい分数の

５分 分母と分子の関係に着

２ 本時の問題をつくる。 ２ 答えの見通しをもつ。 目させる。

・どんな関係がありそうか予想する。

間 直

接 接

指 指

導 導

◇他の児童の目的を多 【自己決定①】 ３ 解決の見通しをもつ。 ３ 解決の見通しをもつ。 【自己決定①】 ◇他の児童の目的を多面

面的に受容し合わせ、 目的を明確にす ・今まで習ったどんな考え方を使えば解決できそうか ・予想が合っているかどうか調べるには、どうしたらいい 目的を明確にす 的に受容し合わせ、自

自分の学びに生かす る。 考える。 か考える。 る。 分の学びに生かすこと

ことができるように支 ・本時の課題解 ができるように支援す

援する。 決の見通し ・本時の課題解 る。

決の見通し

自己決定カード

に記入 自己決定 カード

に記入

①もとになる分数の

いくつ分かで考え

る。

②面積図を使って考

える。

③数直線を使って考

える。

分 母 が 同 じ 分 数 の

ひ き 算 の し か た を 考

え よ う 。

児 童 の つ く っ た 問 題

大 き さ の 等 し い 分

数 を 、 も っ と 簡 単 に

見 つ け る 方 法 を 考 え

よ う 。

①分母が、倍数にな

っているのではな

いかな。

②２倍、３倍、４倍

に増えていくので

はないかな。
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◎学習プリント ４ 課題を解決する①（個人） ４ 課題を解決する①（個人） ◎学習プリント

【自己決定②】 ５ 課題を解決する②（集団） 【自己決定②】

他の考えから、 ・それぞれの考えをつなげて発表する ５ 課題を解決する②（集団） 他の考えから、

◎発言 ものの見方や考 ・友達の考えのよさを見つける 直 間 ・それぞれの考えをつなげて発表する ものの見方や考 ◎発言

◇自分の考えと同じ考え え方を広げる。 ・友達の考えを自分に生かす 接 接 ・友達の考えのよさを見つける え方を広げる。 ◇自分の考えと同じ考え

を探し、自信をもたせ ・友達の考えの ６ 課題をまとめる。 指 指 ・友達の考えを自分に生かす ・友達の考えの を探し、自信をもたせた

たり、自分と異なる考 よいところ見 導 導 よいところ見 り、自分と異なる考えか

えから、自分の考えに つけ、自分に つけ 、自分に ら、自分の考えに生か

生かしたり、新しい考 生かす。 生かす。 したり、新しい考え方を

え方を見つけさせるよ 見つけさせるようにする。

うにする。 自己決定カード ６ 課題をまとめる。 自己決定カード

に記入 に記入

７ 練習問題を解く 間 直

・真分数－真分数 接 接

・仮分数－真分数 指 指

導 導

◇児童がつくった計算式

を使って練習させるこ

とにより、意欲を高め ７ 練習問題を解く

る。 30 分 ・大きさの等しい分数に変

える問題

【自己決定③】 ８ 自己評価、相互評価す ８ 自己評価、相互評価す 【自己決定③】

学び直しを図り、 る。 る。 学び直しを図り、

新たな目的をも ・評価カードに記入する。 ・評価カードに記入する。 新たな目的をも

つ ・発表する。 共 ・発表する。 つ

通

自己決定カード ９ 次時の学習課題を確認す 終 ９ 次時の学習課題を確認す 自己決定カード

に記入 る。 末 る。 に記入

10分

分母が同じ分数のた

し算では、分母はその

ままにして、分子だけ

ひきます。

分母と分子に同じ数

をかけても、分母と分

子 を 同 じ 数 で わ っ て

も、分数の大きさは変

わりません。
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【目標】（第５時）〈集合学習②〉

５ 学 年 分子が同じ分数の大小比較のしかたを理解する。

６ 学 年 約分の意味と方法を理解する。

【展開案】◆各校ごとの支援

第５学年 第６学年

支援（◇）と評価（◎） 自己決定の場 学習活動と発問 過程 形態 過程 学習活動と発問 自己決定の場 支援（◇）と評価（◎）

◇学習計画から本時の ・学習のしかた ・学習のしかた ◇学習計画から本時の

課題を確認させる。 を確認する。 １ 課題を確認する。 Ｔ２ １ 課題を確認する。 を確認する。 課題を確認させる。

・単元のめあて 共 ・単元のめあて

を確認する。 通 を確認する。 ◇他の児童の目的を多

◇他の児童の目的を多 導 導 導 面的に受容し合わせ、

面的に受容し合わせ、 入 入 入 自分の学びに生かす

自分の学びに生かす Ｔ１ ことができるように支

ことができるように支 ５分 援する。

援する。 ２ 本時の問題を把握する。

【自己決定①】 Ｔ Ｔ ２ 本時の問題を把握する。 【自己決定①】

目的を明確にす ２ １ 目的を明確にす

る。 る。

・本時の課題解 ・本時の課題解

決の見通し 決の見通し

学 学

自己決定カード 年 年 自己決定カード

に記入 別 別 に記入

指 指

３ 解決の見通しをもつ。 導 導 ３ 解決の見通しをもつ。

・今まで習ったどんな考え方を使えば解決できそうか ・今まで習ったどんな考え方を使えば解決できそうか考

考える。 える。

分 子 が 同 じ 分 数 の 大

き さ 比 べ を し よ う 。

次の分数の大きさを比

べましょう

① と と

② と と

1
2

1
4

1
5

2
5

2
6

2
3

通 分 の し か た を 工 夫

し よ う 。

＋

の 計 算 を し ま し ょ

う 。

1
6

1
4

①数直線を使って考

える。

②面積図を使って考

える。

①面積図を使って考

える。

②数直線を使って考

える。
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◎学習プリント ４ 課題を解決する①（個人） ４ 課題を解決する①（個人） ◎学習プリント

◎発言 【自己決定②】他 ５ 課題を解決する②（集団） ５ 課題を解決する②（集団） 【自己決定②】 ◎発言

◇自分の考えと同じ考え の考えから、も ・それぞれの考えを発表する ・それぞれの考えを発表する 他の考えから、 ◇自分の考えと同じ考え

を探し、自信をもたせ のの見方や考え ・友達の考えのよさを見つける ・友達の考えのよさを見つける ものの見方や考 を探し、自信をもたせ

たり、自分と異なる考 方を広げる。 ・それぞれの考えをつなげる ・それぞれの考えをつなげる え方を広げる。 たり、自分と異なる考

えから、自分の考えに ・友達の考えの ・友達の考えを自分に生かす 学 学 ・友達の考えを自分に生かす ・友達の考えの えから、自分の考えに

生かしたり、新しい考 よいところ見 年 年 よいところ見 生かしたり、新しい考

え方を見つけさせたり つけ、自分に ６ 課題をまとめる。 別 別 ６ 課題をまとめる。 つけ、自分に え方を見つけさせたり

るようにする。 生かす。 指 指 生かす。 るようにする。

導 導

自己決定カード 自己決定カード

に記入 に記入

７ 練習問題を解く。

30 分

７ 練習問題を解く。

◇各学年の学習内容の ８ 学習内容の関連性を見 Ｔ２ ８ 学習内容の関連性を見つ ◇各学年の学習内容の

関連を図る。 つける。 ける。 関連を図る。

共

【自己決定③】 通 【自己決定③】

学び直しを図り、 終 学び直しを図り、

新たな目的をも ９ 自己評価、相互評価す 末 ９ 自己評価、相互評価する。 新たな目的をも

つ る。 ・評価カードに記入する。 つ

・評価カードに記入する。 ・発表する。

自己決定カード ・発表する。 自己決定カード

に記入 10 次時の学習課題を確認す に記入

10 次時の学習課題を確認 る。

する。 10分

分子が同じ分数で

は、分母の大きい方が、

分 数 は 小 さ く な り ま

す。

分母どうしをかけたり、

分母の最小公倍数を見つ

けて考えると、分母を同

じにできる。

分母と分子を、それらの

公約数でわって、分母の

小さい分数にすることを、

約分するといいます。



- 30 -

自己決定場面で活用する学習プリント例 （算数科で使用した自己決定カード）■

算 数 学 習 プ リ ン ト

年
１ 分 数 学 習 の め あ て

学 習 の 計 画 を 立 て よ う ！

２ 自 分 の 学 習 の し か た の め あ て

単元全体をとおして知りたいと

思ったことを、学習の目標にする

ことによって、学習内容を自分の

中に価値付けます。

単元をとおして、自分の学習の

仕方の目標をもつことによって、

自己の学び方をどこまで高めるか

というゴール像を明確にし、継続

して振り返らせます。
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自 分 の 考 え

今 日 使 っ た 方 法

は こ れ ！ 自 分 の 方 法 で は 、 最 後 ま で 自 分 の 方 法 で 、 解 決 す る こ と 自 分 の 方 法 は 、 と て も

解 く こ と が で き な か っ た な あ 。 は で き た け れ ど 、 も っ と よ い 方 法 （ ）

が あ り そ う だ な あ 。 方 法 だ か ら 、 友 達 に も 教 え た

い な あ 。

① ② ② ②

（ ③ ） （ ③ ） （ ③ ）

○ ○ さ ん の 考 え の ～ な と こ ろ を 参 考 に す ○ ○ さ ん の ～ と い う 考 え は 、 ～ と こ ろ が よ ○ ○ さ ん の 考 え と 、 ～ と い う と こ ろ が 似

れ ば 、 最 後 ま で 解 け そ う ！ 次 は 、 ～ 考 え い （ は や い ！ 分 か り や す い ！ 正 し く 解 け て い る な あ 。 次 は 、 こ う い う 考 え も プ ラ

で 解 い て み よ う 。 る ！ ） 。 ス し て み た い な あ 。

④ ④ ④

見通しをもつ

過程で考えた解

決方法や使えそ

うな既習事項を

記述します。

学び合いをとおし

て、自分の考えを高め

るために考えたことを

記述します。

自力解決の過程で、自

分の考えがどの段階にあ

るのかとらえます。

自分の考えの段階によ

り近いものを選択し、○

を付けます。これを基に

学び合いのねらいを明確

にします。

今日の学習を振り返って

⑤
自分の学びの振り返りを記述します。

①学習内容に関すること。

②学習の仕方に関すること。

先生から
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資料１ 児童用アンケート用紙■

アンケート用紙１（合同学習用）■

アンケートのおねがい （高学年 児童用）

このアンケートは、みなさんの学習のしかたを知るために行うものです。学校で

の学習やふだんの生活を思い出して、質問に答えてください。このアンケートはテ スト

ではありませんので、自分が思ったとおりに答えてください。

これからの質問に対しては、あなたの考えに一番近いものに○印を付けてくださ

い。

年 名前

１ あなたは、学習や生活の中で問題や課題に出会ったとき、自分から進んで解決したいと■

思いますか。

ア 思う

イ どちらかというとそう思う

ウ どちらかというとそう思わない

エ 思わない

２ あなたは、学習に取り組む前に、その学習内容が普段の生活や学習のどんなことに役■

立 ちそうか（どんなことに役立てたいか）考えますか。

ア 考える

イ どちらかというと考える

ウ どちらかというと考えない

エ 考えない

３ あなたは、友達の考えと自分の考えを進んで比べますか。■

ア 進んで比べる

イ どちらかというと進んで比べる

ウ どちらかというと進んで比べない

エ 進んで比べない
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４ あなたは、友達の考えを参考にして、新しい解決方法を発見しようと思いますか。■

ア 思う

イ どちらかというとそう思う

ウ どちらかというとそう思わない

エ 思わない

５ あなたは、自分の学習のしかたをふり返って、次はこんな学習のしかたをしてみようと思■

うことがありますか。 次は‥‥

例１：ともだちの考えのよいところをもっ

ア ある と見つけよう。

イ どちらかというとある 例２：解決の方法をたくさん考えよう。

ウ どちらかというとない 例３：自分の考えをうまく説明して、相手

エ ない に分かりやすく伝えよう

など

６ あなたは、ふだん生活の中で、「これは学校で学習したことを使えば解決できそうだ」と■

か「学校で学習したことをもとにして、家でもやってみよう」と思うことがありますか。

ア ある

イ どちらかというとある

ウ どちらかというとない

エ ない

これでアンケートは、終わりです。

ありがとうございました。
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アンケートのおねがい （低学年 児童用）
ていがくねん じ ど う よう

■

このアンケートは、みなさんの学習のしかたを知るために行うものです。学
がくしゅう し おこな

校での学習やふだんの生活を思い出して、しつもんに答えてください。このア
がくしゅう せいかつ お も い だ こ た

ンケートはテストではありませんので、自分が思ったとおりに答えてください。
じ ぶ ん お も こ た

これからのしつもんに対しては、あなたの考えに一番近いものに○印を付
たい かんが いちばんちか じるし つ

けてください。

年 名前
と し な ま え

１ あなたは、学習や生活の中でなぜだろう、知りたいなと思うことにすすんでとりくみた
がくしゅう せいかつ なか し おも

■

いと思いますか。
おも

ア 思う
おも

イ どちらかというとそう思う
おも

ウ どちらかというとそう思わない
おも

エ 思わない
おも

２ あなたは、学習をする前に、その学習を生かしてどんなことができるようになりたいか
がくしゅう まえ がくしゅう い

■

考 えますか。
かんが

ア 考える
かんが

イ どちらかというと考える
かんが

ウ どちらかというと考えない
かんが

エ 考えない
かんが

３ あなたは、友達の 考 えと自分の 考 えをすすんでくらべますか。
ともだち かんが じ ぶ ん かんが

■

ア すすんでくらべる

イ どちらかというとすすんでくらべる

ウ どちらかというとすすんでくらべない

エ すすんでくらべない
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４ あなたは、ともだちの 考 えを聞いたあとに、ともだちのほうほうでも、もんだいをとこう と
かんが き

■

思いますか。
おも

ア 思う

イ どちらかというとそう思う

ウ どちらかというとそう思わない

エ 思わない

５ あなたは、これまでの学習をふりかえって、つぎは、学習のしかたをこうかえようと思うこ
がくしゅう がくしゅう おも

■

とがありますか。 つぎは‥‥

れい１：ともだちの考えのよいところをも
かんが

ア ある っと見つけよう。
み

イ どちらかというとある れい２：ときかたをたくさん考えよう。
かんが

ウ どちらかというとない れい３：自分の考えをうまく説明して、
じ ぶ ん かんが せつめい

エ ない 相手に伝えよう
あ い て つた

など

６ あなたは、ふだんの学習や生活の中で、「これは学校で学習したことをつかえばかいけ
がくしゅう せいかつ なか がっこう がくしゅう

■

つできそうだ」とか「学校で学習したことをもとにして、家でもやってみよう」と思うことが あり
がっこう がくしゅう いえ おも

ますか。

ア ある

イ どちらかというとある

ウ どちらかというとない

エ ない

これでアンケートは、おわりです。

ありがとうございました。
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アンケート用紙２（集合学習用）■

アンケートのおねがい （高学年 児童用）■

このアンケートは、みなさんの学習のしかたを知るために行うものです。学

校での学習やふだんの生活を思い出して、質問に答えてください。このアンケ

ートはテストではありませんので、自分が思ったとおりに答えてください。

これからの質問に対しては、あなたの考えに一番近いものに○印を付けてく

ださい。

年 名前

１ あなたは、学習や生活の中で問題や課題に出会ったとき、自分から進んで解決したい■

と思いますか。

ア 思う

イ どちらかというとそう思う

ウ どちらかというとそう思わない

エ 思わない

２ あなたは、学習に取り組む前に、その学習内容が普段の生活や学習のどんなことに役■

立ちそうか（どんなことに役立てたいか）考えますか。

ア 考える

イ どちらかというと考える

ウ どちらかというと考えない

エ 考えない

３ あなたは、友達の考えと自分の考えを進んで比べますか。■

ア 進んで比べる

イ どちらかというと進んで比べる

ウ どちらかというと進んで比べない

エ 進んで比べない
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４ あなたは、友達の考えを参考にして、新しい解決方法を発見しようと思いますか。■

ア 思う

イ どちらかというとそう思う

ウ どちらかというとそう思わない

エ 思わない

５ あなたは、自分の学習のしかたをふり返って、次はこんな学習のしかたをしてみよう と■

思うことがありますか。

次は‥‥

例１：ともだちの考えのよいところをもっ

ア ある と見つけよう。

イ どちらかというとある 例２：解決の方法をたくさん考えよう。

ウ どちらかというとない 例３：自分の考えをうまく説明して、相手

エ ない に分かりやすく伝えよう

など

６ あなたは、ふだん生活の中で、「これは学校で学習したことを使えば解決できそう■

だ」とか「学校で学習したことをもとにして、家でもやってみよう」と思うことがありま すか。

ア ある

イ どちらかというとある

ウ どちらかというとない

エ ない

これでアンケートは、終わりです。

ありがとうございました。
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資料２ 教師用アンケート用紙■

教師用アンケート■

１ 児童一人一人の主体的に学ぶ力を育成する上で、自己決定場面を取り入れた学習指導が役立

ったと思われる項目をすべて選んで○を付けてください。

ア 知りたいことが、児童の生活や今後の学習にどんな意味があるのか明確にすること。

イ 学習の仕方に対する自己の目的を明確にすること。

ウ 学習内容や学習の仕方に対する自己の目的を継続してもつこと。

エ 自己と他者の考えやその接点を明確にすること。

オ 他者の考えから自己の学びを修正すること。

カ 自己をより高めるために、学び方を振り返ること。

キ 振り返った学び方を活用して、新たな課題に取り組もうとする目的をもつこと。

ク その他 （ ）

２ 自己決定場面を取り入れた学習指導を行う上で、改善・修正を加えた方がよいと思われることは

どんなことですか。

〈目的を明確にする場〉

〈学び対する相互交流の場〉

〈学び直しを図り、新たな目的をもつ場〉
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３ 児童一人一人の主体的に学ぶ力を育成する上で、合同学習や集合学習が役立ったと思われる

項目をすべて選んで○を付けてください。

ア 他校の児童の考えと相互交流、相互思考することによって、ものの見方や考え方を広げたり

深めたりすること。

イ 多様なものの見方や考え方を自分なりに整理し、新しい考え方を見い出すこと。

ウ 広げたり、深めたりした考えを自分の学びに生かし、これまでの学び方を修正すること。

エ 全習で修正した自己の学びを振り返り、自分をより高めるために、新たな目的をもつこと。

オ 高まった自己の姿や新たな目的へのかかわり方について、他校児童に発信し、常に自分の

学びを学び直すこと。

カ その他（ ）

４ 合同学習や集合学習を行う上で、改善・修正を加えた方がよいと思われる項目をすべて選んで○

を付けてください。また、その訳もお書きください。

ア 他校の児童の考えと相互交流、相互思考することによって、ものの見方や考え方を広げたり

深めたりすること。

イ 多様なものの見方や考え方を自分なりに整理し、新しい考え方を見い出すこと。

ウ 広げたり、深めたりした考えを自分の学びに生かし、これまでの学び方を修正すること。

エ 全習で修正した自己の学びを振り返り、自分をより高めるために、新たな目的をもつこと。

オ 高まった自己の姿や新たな目的へのかかわり方について、他校児童に発信し、常に自分の

学びを学び直すこと。

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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資料３ 図画工作科全体計画 Ａ年度 〈使用教科書：日文〉■

月 第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

題材名 時間 分 野 主 題 題材名 時間 分 野 主 題 題材名 時間 分 野 主 題

１ みつけたよ ２ １ ためしながら ２ １ 自信をもって ２

４ ２ すきなものなあに ２ 絵 想の拡充 ２ きせつの中で ６ 造形遊び 材料や場所の活用 ５ こんなとき感じるこ ６ 絵 想の拡充

月 ３ みんななかよし ４ グルグルかくかく ４ 絵 行為の展開 と思うこと

①くるくるチョッキン ※４ つくる 想の拡充 ６ 風パワーぜんかい

【 ②かさねてチョッキン ※４ つくる 想の拡充 ①ウインドガー ※６ つくる 行為の展開

一 ③おってチョッキン ※４ つくる 想の拡充 ②スルスルスットン ※６ つくる 行為の展開

学

期 ①～③の中から、

】 ２題材選択する。

き ょ うか し ょび じゅつか 鑑賞

４ でてきたできた ※４ 造形遊び 材料や場所の活用 ん

①すきなばしょで ※ ４ 絵 材料や場所の活用 ①よく見てみると ※４

７ ②いろいろなかみで ２ 鑑賞 ②日本のアート ※４

月 き ょ うか し ょび じゅつ

かん

５ はこハコはこ ４ 立体 材料や場所の活用 ７ 心キラリ ６ 絵 想の拡充 ６ 動くよ動く絵が動く

８ ６ どんどんならべて ４ 造形遊び 行為の展開 き ょ う か し ょ び じ ゅ つ ２ 鑑賞 ①アニメーションボックス ※６ 工作 想の拡張

月 かん ７ ほって刷って

①刷ったものに色をたすと ※６ 絵 想の拡張

②一ぱん多色はんで ※６ 絵 想の拡張

【 ③ほり進み木はんで ※６ 絵 想の拡張

二

学

期

】

合同学習題材（例） 「ねんどくっつけ」 【立体】 行為の展開 （全４時間）

【１・２年】 【３・４年】 【５・６年】

７ ねんどでたしざん ５ くっつけくっつけ ９ 曲げてねじって

合同学習題材（例） 「かいじゅうがやってきた」 【造形遊び】 材料や場の活用 （全４時間）

【１・２年】 【３・４年】 【５・６年】

９ こっちにおいでよ 10 ふわふわゴーゴー ２ ダイナミックスペース
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10 おもしろいかたち 13 みんなでつくろう！ ６ つくる 想の拡充 10 光とかげ 行為の展開

いっぱい ゆめのまち ①光を当てると ※４ 造形遊び 行為の展開

①いしのへんしん ※４ つくる 材料や場所の活用 14 広がれ生き物ワ ６ 絵 行為の展開 ②ブラックライトの ※４ 造形遊び

②はっぱのへんしん ※４ つくる 材料や場所の活用 ールド ひかりで

12 12 たのしいなすごいな 想の拡充

月 ①立体に表すと ※６ 立体

②絵に表すと ※６ 絵

13 ウキウキドキドキ ６ 絵 想の拡充 1 5ー １ 切 っ て 切 っ て ６ 造形遊び 行為の展開 13ー１～６ ※８ 全領域 想の拡充

１ 14 ペタペタペッタン ４ 造形遊び 行為の展開 トントントン 広がれアート

月

【

三 1 5ー １ ニ ョキニ ョ キ 1 5ー ２ 切 っ て 切 っ て

学 コロコロ トントントン

期 ①むくむくニョキニョキ ※６ つくる 行為の展開 ①ゆかいな木 ※４ 造形遊び 行為の展開

】 ②ヒラヒラコロコロ ②えだをつかって ※４ 造形遊び 行為の展開

15ー ２ ニョキニョキ ※６ つくる 行為の展開

コロコロ

３ ①ふたつでひとつ １～６の中から、

月 ２ つくる 行為の展開 １～２題材選択する。

注：時数に※印の付いた題材は、題材を１つ選択して指導する単元を表す。

合同学習題材（例） 「地域のおはなしつなげたら」 【絵】 想の拡充 （全６時間）

【１・２年】 【３・４年】 【５・６年】

12 みて、みて、おはなし 12 そのときの気持ちを大切に 12 心広がる場面
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資料４ 図画工作科合同学習年間指導計画 Ａ年度■

【図画工作科における合同学習のねらい】

１・２学年 ３・４学年 ５・６学年

・材料や道具、作品の違いに関心をもち、他の学年の人の行 ・材料や道具、作品の違い（よさ）に気付き、他の学年の人の ・多様な視点から材料、道具、作品、発想や行為のよ

為から多様な表現方法があることに気づき、自分の表現に 発想や行為のよさを見つけ、自分の表現に生かす。 さを進んで見つけ、自分の表現を高めるために工夫

生かす。 する（付け足す、つくり替える）。

●下学年の活動→上顎年の活動

１・２学年 ３・４学年 ５・６学年

月 題材名 学習目標 学習内容
学年間の関連

学習目標 学習内容
学年間の関連

学習目標 学習内容

共通目標
及び発展性 及び発展性

◎粘土に親しみ、 ○ 粘 土 が 思 い に ◎ 粘 土 を 付 け 足 ○ 年 度 の 固 ま り ◎粘土 を加工 して ○ 粘 土 を 板 に し て 、

【題材名】 粘 土 の 感 触 を あ っ た 形 に な し ながらできる で土台をつ く り い く 操 作 か ら 、 自由に曲げたりね

ねんど 自 分 の 手 に な るよ うに工夫し 空 間 の 変 化 を い ろ い ろ な 形 思いついた形を じったり 、切り取っ

くっつけ じ ませるよ う に ながら、特性を 楽しもうとするよ の 粘 土 を 付 け 作品にするよう たりすること。

する。 十 分 味 わ う こ うにする。 た り 、 したりする にする。 ○できた形や空間か

〔共通目標〕 ◎ い ろ い ろ な 粘 と。 ◎ 粘 土 の 特 性 を こと。 ◎ 粘 土 の 板 づ く り ら 、つ く りたいもの

粘 土 の 特 性 土の形をつ く り ○ い ろ い ろ な 形 生かしながら、 ○つ く り 出 した形 や 、 ど べ を 使 っ を想像していくこと。

６ を生かし 、友 積 ん だ り 並 べ の 組 み合 わせ 自 分 で 想 像 し を見直 した り 、 た接着方法など ○友達のやり方も参

月 達 の 表 現 方 たりしながら表 を自由に考え、 た内容をもとに どのような付け を 工 夫 す る よ う 考 に し な が ら 、 道

法 を 自 分 に し 方 を 工 夫 す 表 し 方 を 工 夫 す る よ うにする。 方 が よ い の か にする。 具の使い方や手順

取 り 入 れ な るようにする。 してつくること。 ◎ 友 達 の 作 品 を 考えながらつくる ◎友達のやり方 を を考えて作品をつ

がら、協働で ◎できあがった形 ○ 自 分 の 作 品 を 見ながら、その こと。 見 な が ら 、 自 分 くること。

つ く る 楽 し さ を見て楽しんだ も う 一 度 見 直 よさを味わい、 ○友達のつくり方 の作品に生か す

を味わ う 。 り 、 さ ら に工夫 し 、気に入った 自分の作品に やそのよさを味 ようにする。

したりするように と こ ろや 、改良 生 か す よ う に わ い 、 自 分 の

（全４時間） する。 するとこ ろを見付 する。 作 品 に 取 り 入

けること。 れること。

●思いのまま仁

に粘土を丸め

たり、ちぎった

りくっつけたり

し、そのこと

自体を楽し

む。

→友達とのかか

わりで、互い

の発想の楽し

さやつ く りかた

のよさなどを認

め合う。

●水彩絵の具な

どの扱い方に

慣れながら工

夫して描く。

→今まで経験し

てきた技法な

どを自分なり

に組み合わせ

たり、画用紙

を選んだりし

て描く。
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【題材名】 ◎ 新 聞 紙 の も つ ○ 新 聞 紙 の 持 つ ◎中に入ること ○ 学 校 内や校 庭 ◎新聞のもつ軽 さ ○材料や場所の特徴

怪 獣 が や っ 特徴を生かし、 特徴に気づことく。 が で き る 身 近 で、中に入って な ど 、 材 料 と し から 、つ く りたいも

てきた 遊 ぶ も の を 楽 ○丸めたり 、つな な 場 所 を 見 つ 楽しめそうな場 ての特色を生か の をみんな で話 し

し んでつ く る よ げた り 、囲 った け 、親 しむ よ う 所を見つけるこ し て 、 場 所 の 雰 合い考えること。

〔共通目標〕 うにする。 りする中で 、自 にする。 と。 囲気 を変化 さ る ○ つ く る手順や装飾

９ テーマからイ ◎丸めたり、つな 分のつ く りたい ◎ 場 所 か ら 感 じ ○ 友 達 と 話 し 合 面白さを楽しむよ の仕方などに気を

月 メ ー ジ を膨ら げた り 、囲 った ものを思いつこと た こ と を膨ら ま い、新聞紙で、 うにする。 つけて計画を立て

ませてつくり、 り し て 、 つ く る く。 せ、新聞紙で囲ん 囲んだり 、飾 っ ◎友達 と協力する ること。

協働で場を変 も の の 形 や 使 ○つ く った もので だり飾ったりするよ たりすること。 楽 し さ に 気 づ き ○ つ く っ た も の で 遊

化さ せ る楽し い 方 を 試すよう 遊んだり、鑑賞 うにする。 ○中に入ったり外 自分の表現を高 ん だ り 、 交 流 し た

さを味わう。 にする。 した りする こ ◎ 友 達 と 中 に 入 から見たりして め る た め に 、 よ り し て 、 作 品 の よ

（全４時間） ◎つ く っ た もので と。 っ た り 、 外か ら 確かめること。 り一層工夫す る さを味わうこと。

遊ぶ楽し さ を味 見たりして楽し ようにする。

わうようにする。 む。

◎ 地 域 に ま つ わ ○ 材 料 や 用 具 を ◎ 地 域 に ま つ わ ○ お 話 を 聞 い た ◎地域にまつわる ○ か き た い と こ ろ を

【題材名】 る 話 な ど か ら 選 び 、 絵 に 表 る 話 な ど か ら り読んだ り して 話な どか ら思い 想像 し 、 ど の場面

地 域 の お 話 思いを広げて、 し た い 場 面 を 思いを広げて、 絵 に 表 し た い を 広 げ て 、 そ こ を 閣のか く か決め

つなげたら 絵 に 表 す 楽 し 工 夫 し て 楽 し 絵 に 表 す 楽 し 好きな場面を想像 から場面を構想 ること。

２ さを味わうように く表すこと。 さ を 味わ う よ う すること。 す る 楽 し さ を 味 ○ ラ フ ス ケ ッ チ な ど

月 〔共通目標〕 する。 ○ 他 の グ ル ー プ にする。 ○ 想 像 し た 場 面 わうようにする。 で構想を練ること。

自 分 が 表 し ◎ 表 し た い 場 面 の作品を見て、 ◎ 絵 に 表 し た い の 感 じ や 様 子 ◎ 表 そ う と す る 場 ○表したい内容に合

た絵を、グル へ の 思 い を 、 絵 に 表 す こ と 場 面 の 思 い や を 、簡単な ラ フ 面 が よ く 表 れ る わせて 、用紙や材

ー プ 全 体 で 自 分 の 好 き な の 楽 し さ や 作 様 子 を 、 自 分 スケッチで表す よ う に 、 構 図 や 料 、 技法 な ど を 学

つ な げ て 思 表 し 方 で 絵 に 品のよいところ なりの表し方で こと。 色の使い方を工 ぶこと。

い を 広 げ る 表すようにする。 を話し合うこ 工夫するように ○ 他 の グ ル ー プ 夫するようにする。 ○絵の具の使い方を

楽しさを味わ ◎ 絵 を 組 み 合 わ と。 する。 と 作 品 を 見 せ ◎作品を見せ合い 工 夫 し な が ら 、 彩

う。 せると、発想豊 合いながら、 な が ら 、 想 像 力 色すること。

（全６時間） かな作品がつ お 互 い の 表 現 や表現力の豊か ○作品をお互いに鑑

くり出されるこ の 工 夫 し た と さやよさを認め 合 賞し合うこと。

とに気づくよう こ ろ や よ い 点 うようにする。

にする。 話し合うこと。

●自分のつくり

たいものをつ

くる際、美しさ

などを考え、

大まかな計画

をもちつくる。

→自分の表した

いものの動き

などが、見る

ものに伝わる

ように構想して

つくる。

●活動場所の

広さや形状な

どを生かしな

がら、貼った

り囲んだりす

る。

→光や風などの

自然も利用し

て、造形的な

構成を工夫す

る。

→美し さや強度

役割分担など

を考え計画的

に活動する 。

●思いのままに

貼 った り囲ん

だりする。

→ 活 動 場 所 の

広さや形状な

どを生かしな

がら、貼った

り囲んだりす

る。

●自分の思いの

ままに活動し

て楽しむ。

→友達と話し合

い、協力して

活動する。

●偶然のおもし

ろさや楽しさ

を味わう。

→表したいこと

を表すために

色の組み合

わせの感じな

どに関心をも

って描く。
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資料５ 集合学習単元指導計画■

第５学年 （６時間） 第６学年（９時間）

指導類型ａ （領域：数と計算）

共通目標 ①分数のたし算とひき算の仕方を理解し、その計算ができる。 ②他校の児童の考えや自分の考えをかかわらせ、よりよく説くことができる。

学習活動 目標と集合学習のねらいの重点 分・全 小単 小単 分・全 目標と集合学習のねらいの重点 学習活動

・単元全体を見通した学習 ○分数の既習の内容を振り返るとと 分 分数 分 分 ○分数の既習の内容を振り返るとと ・単元全体を見通した学習

計画づくりをする。 もに、分数の学習に対する課題を の 数 もに、分数の学習に対する課題を 計画づく りをする。

明確にする。 たし の 明確にする。

・ ＋ の計算のし ○同分母の真分数同士の加法計算の 全 算と た 全 ○異分母分数の加法計算の考え方を ・ と等しい分数を

かたを考える。 しかたを理解し、その計算ができる。 ひき し 理解する。 考える中で、分母の等しい分

算 算 数を見つけて足し算をする。

・ －の計算の ○同分母分数の減法計算のしかたを 分 と 分 ○分数を分母と分子に分けて、同数 ・ と等 しい

しかたを考える。 理解し、その計算ができる。 ひ を乗除しても、分数の大きさは変化 分数の作り方を考える。

しないことを理解する。

・を全体 ○真分数の相等関係を理解する。 大き き ○通分の関係を理解する。 ・との分数の大

とみた図に色を塗って表した 分 さの 算 分 ○異分母分数の減法のしかたを理解 きさの比べ方を考える。

り、数直線を使って大きさの 等し する。 ・「通分」の意味を知る。

等しい分数をさがす。 い分 ・ － の計算のし

数 かたを考える。

・数直線をもとにして分数の ○分母が同じ分数の大小関係のしか 全 全 ○約分の意味と方法を理解する。 ・ ＋ の計算をと

大小を比べる たを理解する。 おして簡単な分数にするし

かたを考える。

・自分の課題に立ち返り、 ○学習内容の理解を確認する。 まとめ ○３口の計算のしかたを理解する。 ・「約分」の用語の意味を知

学習内容を補充、発展する。 分 分 り３口の計算のしかたを考え

る。

ま ○学習内容の理解を確認する。 ・自分の課題に立ち返り、

と 分 学習内容を補充、発展する。

計算のきまり（３時間） め ○外的な学習活動をとおして学習内 ・〔やってみよう〕分数カード

分 容の理解を深め、興味を広げる。 ゲームに取り組む。

分 ○学習内容の理解を確認する。 ・「たしかめよう」に取り組

む。
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